
　
本
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
は
、
七
月
二
十
二
、
二
十
三

両
日
に
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

九
月
二
十
四
日
に
は
豊
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
、

計
六
千
百
二
十
五
人
（
名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
四
千
九
百
十
三
人
、

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
千
二
百
十
二

人
）
の
高
校
生
や
保
護
者
ら
で

賑
わ
っ
た
。�

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

高
校
生
や
保
護
者
ら
に
キ
ャ
ン

パ
ス
を
開
放
し
て
、
教
育
内
容

や
学
習
環
境
を
よ
り
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
催
し
。
模
擬
講
義
、

施
設
見
学
ツ
ア
ー
、
入
試
や
授

業
に
つ
い
て
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

設
置
な
ど
、
内
容
も
年
々
多
彩

に
な
っ
て
い
る
。
今
年
は
、
心

理
学
部
の
卒
業
生
と
参
加
高
校

生
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も

行
っ
た
。�

　
今
年
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
に
つ
い
て
、
高
校
生
か
ら
は

「
模
擬
講
義
が
と
て
も
面
白
か

っ
た
。
早
く
大
学
で
本
当
の
授

業
を
受
け
た
い
と
思
っ
た
」
「
教

授
や
在
学
生
の
皆
さ
ん
と
直
接

話
す
こ
と
が
で
き
、
大
学
生
活

の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
め
た
」
「
資

格
取
得
講
座
や
海
外
留
学
の
制

度
が
充
実
し
て
い
る
と
思
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。�

　
来
春
、
社
会
学
部
を
改
組
し

て
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
設
す

る
現
代
社
会
学
部
の
人
気
は
高

く
、
模
擬
講
義
や
学
部
説
明
会
、

面
談
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
八
百
七

十
四
人
（
前
年
の
社
会
学
部
に

比
べ
二
百
二
人
増
）
の
高
校
生

ら
が
訪
れ
た
。�

　
本
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
参
加
者
は
、
〇
三
年
三
千
八

百
八
十
五
人
、
〇
四
年
四
千
六

百
三
十
九
人
、
〇
五
年
五
千
九

百
七
十
八
人
、
そ
し
て
今
年
六

千
人
を
突
破
す
る
な
ど
、
十
八

歳
人
口
減
少
期
の
中
で
も
増
え

続
け
、
こ
こ
三
年
ほ
ど
で
一
・

五
倍
強
に
な
っ
て
い
る
。�

　
〇
六
年
度
公
務
員
試
験
の
結

果
が
ほ
ぼ
出
揃
い
、
本
学
は
国

家
公
務
員
Ⅰ
種
に
現
役
学
生
が

合
格
し
た
の
を
始
め
、
国
家
公

務
員
Ⅱ
種
、
国
税
専
門
官
、
地

方
上
級
公
務
員
各
試
験
の
合
格

者
数
を
い
ず
れ
も
大
き
く
伸
ば

し
た
。�

　
国
家
公
務
員
Ⅰ
種
（
法
律
職
）

に
は
心
理
学
部
四
年
生
が
合
格
。

国
家
公
務
員
Ⅱ
種
（
行
政
職
）

の
合
格
者
は
二
十
一
人
（
人
事

院
発
表
数
）
で
、
昨
年
の
十
三

人
か
ら
八
人
増
や
し
た
。�

　
国
税
専
門
官
に
は
現
役
十
四

人
（
昨
年
三
人
）
が
合
格
、
初

め
て
十
人
の
大
台
を
超
え
た
。�

　
地
方
上
級
公
務
員
試
験
（
い

ず
れ
も
行
政
職
）
の
合
格
者
（
現

役
）
も
昨
年
の
六
人
か
ら
九

人
へ
と
大
き
く
増
や
し
た
。

内
訳
は
愛
知
県
五
人
、
岐
阜

県
二
人
、
名
古
屋
市
、
福
岡

市
各
一
人
。�

　
本
学
は
公
務
員
試
験
や
各

種
の
国
家
試
験
対
策
な
ど
に
力

を
入
れ
、
今
年
度
新
た
に
事
務

局
に
資
格
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

た
。
資
格
セ
ン
タ
ー
は
「
意
欲

あ
る
学
生
が
増
え
て
い
る
。
試

験
対
策
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。�

（
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５
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世
の
中
に
は
流
行
や
技
術
移

転
な
ど
様
々
な
普
及
現
象
が
み

ら
れ
る
。
国
や
地
方
自
治
体
の

政
策
や
事
業
な
ど
も
他
団
体
に

波
及
す
る
。
政
策
波
及
研
究
や

政
策
革
新
研
究
と
呼
ば
れ
る
が
、

こ
れ
が
私
の
専
門
領
域
で
あ
る
。�

　
た
と
え
ば
新
た
な
政
策
革
新

に
果
敢
に
取
組
む
自
治
体
と
、

そ
う
で
な
い
自
治
体
と
が
存
在

す
る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
前
者
を
先
駆
自
治
体
や
先

進
自
治
体
と
呼
び
、
後
者
を
居

眠
り
自
治
体
と
呼
ん
で
き
た
。�

　
と
こ
ろ
が
、
先
進
自
治
体
と

い
っ
て
も
一
番
手
と
二
番
手
と

が
存
在
し
て
い
る
。
一
番
手
は

不
確
実
性
の
高
い
状
況
の
な
か

で
政
策
革
新
を
成
し
遂
げ
る
。

こ
の
た
め
先
発
者
の
新
政
策
は
、

他
団
体
の
追
従
を
容
易
に
は
許

さ
な
い
仕
組
み
と
な
り
が
ち
で

あ
る
。
対
し
て
二
番
手
は
、
先

発
者
の
成
果
を
効
果
的
に
比
較

検
討
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
二

番
手
に
よ
っ
て
再
革
新
さ
れ
た

新
政
策
が
、
ひ
と
つ
の
政
策
潮

流
と
し
て
多
く
の
団
体
に
普
及

す
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。�

　
大
学
で
の
講
義
と
研
究
の
合

間
を
縫
っ
て
、
行
政
職
員
や
市

民
の
方
々
を
対
象
と
す
る
政
策

形
成
研
修
や
政
策
学
講
座
に
も

出
向
く
よ
う
に
し
て
い
る
。
政

策
革
新
研
究
の
成
果
を
広
く
社

会
に
還
元
す
る
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
懐
の
深

い
政
策
論
を
闊
達
に
交
わ
す
行

政
文
化
や
市
民
文
化
の
形
成
が

不
可
欠
だ
と
考
え
る
か
ら
だ
。�

　
本
学
は
七
月
五
日
に
論
文
博

士
、
九
月
二
十
日
に
課
程
博
士

の
学
位
を
授
与
し
た
。
（
経
歴

欄
は
順
に
現
職
・
最
終
学
歴
・

学
位
論
文
）�課

程
博
士�

博
士
（
体
育
学
）�

加
藤
　
貴
英
さ
ん�

本
学
体
育
学
研
究
科
実
験
実
習

助
手
。
31
歳
▽
本
学
体
育
学
研

究
科
博
士
課
程
▽
低
酸
素
、
高

炭
酸
ガ
ス
吸
入
が
運
動
時
の
血

中
乳
酸
お
よ
び
ア
ン
モ
ニ
ア
濃

度
に
及
ぼ
す
影
響
。�

劉
　
樸
さ
ん�

中
日
文
化
セ
ン
タ
ー
講
師
。
54

歳
▽
本
学
体
育
学
研
究
科
博
士

課
程
▽
中
国
漢
代
の
身
体
運
動

に
関
す
る
研
究
。�

論
文
博
士�

博
士
（
情
報
科
学
）�

村
井
　
和
昌
さ
ん�

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
研
究
本
部
。

46
歳
▽
東
京
理
科
大
学
理
工
学

研
究
科
博
士
課
程
▽Visual-

M
odality 

Speech 
and 

C
onversation 

M
odeling 

based on Facial Im
age 

A
nalysis

　
科
学
研
究
費
補
助
金
の
〇
六

年
度
配
分
状
況
が
発
表
さ
れ
、

本
学
か
ら
は
新
規
十
二
件
（
別

表
）
、
継
続
三
十
件
の
計
四
十

二
件
が
採
択
さ
れ
た
。
科
学
研

究
費
補
助
金
は
、
研
究
者
の
自

由
な
発
想
に
基
づ
い
た
学
術
研

究
を
よ
り
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

政
府
が
交
付
す
る
競
争
的
研
究

資
金
で
あ
る
。�

　
目
的
や
内
容
に
よ
り
六
つ
の

研
究
種
目
に
分
け
ら
れ
、
意
外

性
の
あ
る
着
想
で
研
究
が
始
め

ら
れ
た
ば
か
り
の

萌
芽
研
究
、三
十

七
歳
以
下
を
対
象

に
し
た
若
手
研
究
、

先
駆
的
な
内
容
の

基
盤
研
究
な
ど
が

あ
る
。
本
学
か
ら

は
、
萌
芽
研
究
三

件
（
う
ち
新
規
一

件
）
、
若
手
研
究

十
五
件
（
同
五
件
）
、
基
盤
研

究
二
十
三
件
（
同
六
件
）
、
特

定
研
究
領
域
一
件（
継
続
の
み
）

が
採
択
さ
れ
た
。�

教養部教授�
神田　和幸�

情報理工学部講師�
遠藤　　守�

体育学研究科助手�

加藤　貴英�

経済学部助教授�
鈴木　崇児�

総合政策学部講師�
市島　宗典�

法学部教授�
檜山　幸夫�

教養部教授�
浅野　豊美�

教養部教授�
桑村　哲生�

総合政策学部教授�
佐道　明広�

社会学部教授�
野口　典子�

体育学部助教授�

來田　享子�

情報理工学部講師�
白水　　始�

1,400 萌芽研究�

若手研究Ａ�

基盤研究Ａ�

若手研究Ｂ�

基盤研究Ｃ�

4,810

2,000

1,100

2,000

1,300

14,690

14,690

1,100

2,000

2,000

1,900

手話類型語辞典作成と手話技能評価法への応
用研究�

レクチャからの能動的学習を促進する協調的学
習環境と基礎理論の構築�

分散型ネットワークを用いたモジュール型３次元
仮想人間における行動体系化手法の開発�

「高炭酸ガス吸入の呼吸循環亢進作用」をスポ
ーツ科学へ応用するための基礎的研究�

自己選択型差別料金制度を活用したETCによる
高速道路混雑緩和に関する研究�

小選挙区比例代表並立制下における補助金配分
の機能に関する分析�

近代日本の戦没者慰霊に関する総合的研究�

韓国政府公開資料による日韓基本条約の国際共
同研究―脱植民地化論理と冷戦論理の交錯�

戦前の体育・スポーツにおける性差認識の構築
に関する研究�

サンゴ礁復活の鍵をにぎるブダイ科魚類の摂餌・
繁殖生態の解明�

認知症高齢者介護家族支援プログラム開発と地
域ケアシステム構築に関する国際比較研究�

口述記録と文書記録を基礎とした現代日韓関係
史研究の再構築�

名前� 研究内容� 交付金額�
（単位：千円）�

研究種目�

２００６年度  科学研究費補助金 新規対象者�

徳島県自治研修センターで県や市町村の職員に「自
治体の政策決定」について講義する桑原教授�

桑原  英明�総合政策学部教授�

３
人
に
博
士
学
位
を
授
与�

本
学
か
ら
新
規
に
　
件�

12

継
続
合
わ
せ
　
件
採
択�

42

国
の  

科
学
研
究
費
補
助
金�

若
手
研
究
15
件�



　
生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部
の
加

納
政
芳
講
師
は
九
月
十
四
日
、

日
本
感
性
工
学
会
の
第
八
回
大

会
で
、
学
会
賞
（
技
術
賞
）
を

受
賞
し
た
。�

　
加
納
講
師
は
同
学
会
の
英
文

論
文
誌
（
〇
五
年
）
に
自
ら
開

発
に
携
わ
っ
た
感
性
会
話
ロ
ボ

ッ
ト
「Ifbot

（
イ
フ
ボ
ッ
ト
）」

の
「
感
情
的
な
表
情
表
出
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
研
究
論
文
を
発

表
、
そ
の
研
究
が
「
創
意
が
あ

り
技
術
的
に
高
い
価
値
を
有
す

る
」
と
認
め
ら
れ
た
。�

　
技
術
賞
は
前
年
発
行
の
同
学

会
論
文
誌
（
和
文
、
英
文
）
に

発
表
さ
れ
た
研
究
論
文
の
中
で

優
秀
な
も
の
に
与
え
ら
れ
る
。�

　
体
育
学
部
長
の
湯
浅
景
元

教
授
の
著
書
が
、
韓
国
や
台

湾
で
相
次
ぎ
翻
訳
出
版
さ
れ

人
気
に
な
っ
て
い
る
。（
写
真
）�

　
韓
国
で
は
最
近
だ
け
で
も「
決

定
版 

快
適
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」「
『
ひ

ね
り
運
動
』
７
秒
ダ
イ
エ
ッ
ト
」

「
湯
浅
式
『
な
が
ら
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
』
で
若
返
る
」
の
三
冊
が

韓
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
出
版
さ

れ
た
。
台
湾
で
は
「
老
い
な
い

体
を
つ
く
る
」
が
中
国
語
に

訳
さ
れ
て
出
た
。�

　
湯
浅
教
授
の
一
般
向
け
著

書
は
、
手
軽
に
で
き
る
運
動

を
紹
介
し
た

も
の
が
多
く
、

フ
ァ
ン
が
多
い
。

韓
国
や
台
湾

で
も
経
済
の

発
展
な
ど
で
運
動
や
健
康
に

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
た
め
、

買
い
求
め
る
人
が
多
い
と
い

う
。�

　
九
月
二
十
九
日
、
京
都
で
行

わ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
ラ
ー

ニ
ン
グ
パ
ー
ト
ナ
ー
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
＆
ア
ワ
ー
ド
２
０
０
６

で
、
本
学
理
系
学
部
Ｍ
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｃ
（
担
当
・
磯
直
行
情
報
理
工

学
部
助
教
授
）
が
、
今
年
度
の

Ｍ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｃ
ア
ワ
ー
ド
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
。�

　
Ｍ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｃ
は
、
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
社
が
Ｉ
Ｔ
プ
ロ
の
資
格

（
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
授
与
を
目
的
に
設

け
て
い
る
学
習
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
。
本
学
は
〇
四
年
三

月
に
日
本
の
大
学
で
初
め
て
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
認
定

さ
れ
、
主
に
情
報
理
工
学
部
と

生
命
シ
ス
テ
ム

工
学
部
の
学
生

が
学
習
し
て
い
る
。�

ア
ワ
ー
ド
賞
は

資
格
取
得
者
数
や
活
動
実
績
な

ど
を
基
に
与
え
ら
れ
る
。
受
賞

は
こ
れ
ま
で
企
業
向
け
教
育
セ

ン
タ
ー
や
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

な
ど
が
ほ
と
ん
ど
で
、
大
学
は

本
学
が
初
め
て
と
い
う
。�
�����

　
磯
助
教
授
は
「
〇
四
年
の
認

定
後
に
約
百
人
の
合
格
者
を
出

し
た
実
績
が
評
価
さ
れ
た
。
ま

た
、
講
習
会
や
学
内
実
施
試
験

を
定
期
的
に
企
画
し
、
セ
ン
タ

ー
の
学
習
を
学
部
の
講
義
に
活

用
す
る
な
ど
し
て
き
た
活
動
も

認
め
ら
れ
た
。
今
後
は
学
生
が

希
望
し
た
時
に
い
つ
で
も
学
内

で
各
種
資
格
試
験
が
受
け
ら
れ

る
体
制
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。�

助
教
授
　
水
野
　
里
恵�

（
み
ず
の
・
り
え
）�

▼
家
族
発

達
心
理
学

▼
名
古
屋

大
学
教
育

学
研
究
科
博
士
課
程
▼
博
士
（
教

育
心
理
学
）
▼
49
歳�

教
授
　
村
上
　
隆�

（
む
ら
か
み
・
た
か
し
）�

▼
社
会
統

計
学
▼
東

京
教
育
大

学
教
育
学

研
究
科
修
士
課
程
▼
博
士
（
心

理
学
）
▼
59
歳�

　
中
小
企
業
診
断
士
を
養
成
す

る
初
の
民
間
機
関
と
し
て
、
九

月
五
日
、本
学（
大
学
院
ビ
ジ
ネ

ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
）

な
ど
三
機
関
が
登
録
さ
れ
た
。�

　
中
小
企
業
診
断
士
は
、
中
小

企
業
者
に
適
切
な
経
営
の
診
断
、

助
言
を
与
え
る
経
済
産
業
大
臣

認
定
の
資
格
者
。
今
年
四
月
に

制
度
が
変
わ
り
、
一
次
試
験
合

格
者
を
対
象
に
民
間
機
関
に
も

養
成
課
程
の
設
置
・
登
録
が
認

め
ら
れ
た
。�

　
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
研
究
科
は
〇
七
年
度
の
入
学

生
か
ら
養
成
課
程
の
コ
ー
ス
を

設
け
る
。
修
了
者
は
修
士
（
経

営
管
理
学
）
の
学
位
取
得
と
と

も
に
、
中
小
企
業
支
援
法
第
十

一
条
第
一
項
第
二
号
（
試
験
等

に
よ
る
登
録
適
合
者
と
同
等
以

上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら

れ
る
者
）
に
該
当
す
る
者
と
し

て
経
済
産
業
大
臣
の
認
定
を
受

け
中
小
企
業
診
断
士
と
し
て
登

録
さ
れ
る
。�

　
こ
の
件
の
お
問
い
合
わ
せ
は

大
学
院
事
務
室
（
　
〇
五
二
―

八
三
五
―
七
九
九
一
）
へ
。�

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
担
当
部
長
か
ら
賞
を

受
け
る
磯
助
教
授
㊨�

加納講師�

三宅教授�

心
理
学
部 

心
理
学
科�

社
会
学
部 

社
会
学
科�

１０
月
１
日
付
、所
属
、職
位
、氏
名
、担
当
、学
歴
、年
齢�

新
任
の
教
員�

本
学
Ｍ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｃ
に
優
秀
賞�

大
学
で
は
初
の
受
賞�

本
学
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

研
究
科
で�

中
小
企
業
診
断
士�

を
養
成�

ＩＴプロ資格取得センター�ＩＴプロ資格取得センター�

マイクロソフト社�

100人合格を評価�

04
年
の
設
置�

２
年
で
成
果�

経
済
産
業
省
が
認
定
、登
録�

三
宅
な
ほ
み
情
報
理
工

学
　
　
部

教
授
が�

国
際
学
習
科
学
会
会
長
に�

湯
浅
景
元
体
育
学
部
長�

 
著
書 

が
韓
国
、�

台
湾
で
人
気
呼
ぶ�

加
納
政
芳
生
命
シ
ス�

テ
ム
講
師
が
学
会
賞�



　
国
家
公
務
員
志
望
者
を
対
象

と
し
た
人
事
院
主
催
の
霞
ヶ
関

中
央
官
庁
見
学
会
が
九
月
二
十

一
、
二
十
二
日
、
東
京
・
霞
ヶ

関
の
官
庁
街
で
行
わ
れ
、
本
学

三
年
生
十
六
人
も
参
加
し
た
。�

　
学
内
開
講
の
公
務
員
試
験
対

策
講
座
を
受
講
中
の
学
生
た
ち

で
、
う
ち
十
二
人
は
二
日
間
に

わ
た
っ
て
文
部
科
学
省
、
厚
生

労
働
省
、
環
境
省
、
法
務
省
、

国
土
交
通
省
、
内
閣
府
な
ど
を

訪
問
し
、
業
務
の
説
明
を
受
け

た
。
ま
た
、
関
東
地
区
の
学
生

た
ち
と
交
流
し
た
。�

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加

す
る
学
生
が
増
え
て
い
る
。
今

年
度
、
学
部
認
定
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

や
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
管
掌
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し

た
学
生
は
十
月
一
日

ま
で
に
二
百
三
十
一

人
。
昨
年
一
年
間
の

合
計
を
六
十
五
人
上
回
っ
て
い

る
。�

　
今
年
度
の
参
加
者
は
、
一
年

生
が
三
人
、
二
年
生
が
四
十
一

人
、三
年
生
が
百
八
十
七
人
。研

修
先
の
国
内
・
海
外
別
は
、
国

内
が
百
九
十
八
人
、
海
外
が
三

十
三
人
。
国
内
の
研
修
先
は
企

業
の
ほ
か
、
市
役
所
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
百
二
十
一
事
業
所
に
及
び
、

昨
年
よ
り
四
十
八
事
業
所
多
い
。�

　
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、

国
際
英
語
、
総
合
政
策
、
経
済

の
三
学
部
が
実
施
し
、
学
生
た

ち
は
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
日
本
企
業
の
現
地
法
人

な
ど
で
研
修
し
た
。�

����

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
学
生
た
ち

が
職
業
観
や
人
間
性
を
育
む
よ

い
機
会
と
捉
え
、
参
加
を
勧
め

て
い
る
。
制
度
の
充
実
も
図
っ

て
お
り
、
学
生
が
よ
り
参
加
し

や
す
い
よ
う
一
日
の
み
の
研
修

（
１
Ｄ
Ａ
Ｙ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

を
今
年
か
ら
始
め
、
五
十
八
人

（
前
記
人
数
に
は
含
ま
な
い
）の

参
加
が
あ
っ
た
。�

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
報
告

会
が
、
九
、
十
月
に
名
古
屋
、

豊
田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
計
四
回

開
か
れ
た
。
今
年
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
で
職
場
体
験
を
し
た

学
生
た
ち
が
、
来
年
度
に
参
加

を
考
え
て
い
る
学
生
た
ち
に
、

参
加
し
た
動
機
や
研
修
内
容
を

説
明
し
た
。�

　
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
Ｎ
Ｐ
Ｏ

セ
ン
タ
ー
で
研
修
し
た
五
十
嵐

友
一
さ
ん
（
総
合
政
策
２
）
は

「
機
関
紙
の
制
作
に
携
わ
っ
た
。

社
会
の
組
織
の
仕
組
み
の
一
端

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
何
か
を
掴
み

取
ろ
う
と
す
る
貪
欲
さ
が
大
切
」

と
語
っ
た
。�

　
名
古
屋
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
で

研
修
し
た
三
宅
麗
さ
ん（
国
際

英
語
３
）
は
「
自
分
自
身
を
見

つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
た
。
社

会
に
出
て
働
く
と
い
う
こ
と
が

ど
う
い
う
こ
と
か
実
感
で
き
、

と
て
も
有
意
義
だ
っ
た
」
と
話

し
た
。�

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、「
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
に
つ

い
て
考
え
る
き

っ
か
け
に
な
る

の
で
、
二
年
生

か
ら
参
加
を
」

と
呼
び
か
け
て

い
る
。�

　
本
学
は
今
年
度
、
公
務
員
試

験
の
合
格
者
数
を
大
き
く
伸
ば

し
た
（
１
面
参
照
）
。
「
公
務

員
・
資
格
試

験
に
強
い
中

京
大
学
」
の

イ
メ
ー
ジ
を

さ
ら
に
定
着

さ
せ
る
た
め
、

今
年
四
月
、

事
務
局
に
資

格
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、

学
生
の
指
導
に
力
を
入
れ
た
成

果
が
早
く
も
表
れ
た
。�

　
心
理
学
部
生
が
合
格
し
た
国

家
公
務
員
Ⅰ
種

（
法
律
職
）
の

全
国
の
受
験
者

は
七
千
七
百
三

十
二
人
、
合
格

者
は
四
百
七
十

六
人
、
競
争
率

一
六
・
二
倍
だ

っ
た
。
行
政
職
、
経
済
職
を
含

め
、
中
部
北
陸
八
県
で
は
五
大

学
が
合
格
者
を
出
し
た
が
、
私

立
は
本
学
だ
け
だ
っ
た
。�

　
二
十
一
人
が
合
格
し
た
国
家

公
務
員
Ⅱ
種
の
全
国
の
受
験
者

は
四
万
七
千
七
百
九
人
、
合
格

者
は
三
千
九
百
八
十
九
人
。
十

年
前
と
受
験
者
数
は
そ
れ
ほ
ど

変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
合
格
者

数
は
ほ
ぼ
半
減
し
、
「
難
易
度

は
二
倍
に
な
っ
て
い
る
」
（
資

格
セ
ン
タ
ー
）
中
で
の
合
格
者

大
幅
増
。
人
事
院
中
部
事

務
局
の
公
表
に
よ
る
と
、

大
半
の
大
学
が
合
格
者
を

減
ら
し
て
お
り
、
本
学
の

健
闘
ぶ
り
が
際
立
つ
。�

　
国
税
専
門
官
は
、
志
望

学
生
が
年
々
増
え
て
い
る

職
種
。
本
学
は
初
め
て
十

人
を
突
破
し
十
四
人
の
合

格
者
を
出
し
た
。�

　
地
方
上
級
公
務
員
の
合
格
者

数
も
大
き
く
飛
躍
。
愛
知
県
に

は
過
去
最
多
の
五
人
が
合
格
し

た
。
同
県
の
行
政
職
合
格
者
は

三
十
七
人
、
本
学
は
そ
の
一
三
・

五
％
を
占
め
た
。�

人事院中部事務局管内の�
国家Ⅱ種試験合格者数（人）�

06年度� 05年度�

72 98

62 76

23 33

21 13

18 40

18 23

14 13

13 21

7 5

5 9

金沢大�

名古屋大�

南山大�

中京大�

名古屋市立大�

静岡大�

三重大�

愛知大�

名城大�

岐阜大�

�
�

官庁見学会に参加した本学の学生たち�

ＮＰＯで研修した体験を話す五十嵐さん�

学　
　内対策講座�
公務員試　　験合格者�

学　
　内対策講座�

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
者�

新
設
┐
資
格
セ
ン
タ
ー
└
が
後
押
し�

受
講
生
、
今
年
も
健
闘�

┐

愛
知
県
└

は
過
去
最
多�

前
年
よ
　
　
り

増
え
　
　
　
人�

2
3
1

国
内
　
　
　
人
、
海
外
　
人�

1
9
8

33 10月1日�
現　 在�

今
年
か
ら
は

１
日
研
修
も�

公
務
員
・
資
格�

に
強
い
中
京�

国
家
Ⅰ
種
の
合
格�

中
部
圏
私
大
唯
一�

体験報告会も開く�体験報告会も開く�

　
年
生
　
人
が�

霞
ヶ
関
を
見
学�

3
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小
学
生
の
頃
か
ら
キ
ャ
ン
プ

や
登
山
な
ど
の
活
動
で
市
役
所

の
方
と
交
流
が
あ
り
、
公
務
員

に
親
近
感
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

女
性
が
仕
事
を
続
け
や
す
い
環

境
で
地
元
に
貢
献
で
き
る
こ
と

も
志
望
の
動
機
で
す
。�

　
公
務
員
試
験
の
準
備
期
間
は

長
く
、
自
信
を
な
く
し
不
安
に

な
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

熱
心
な
講
師
と
大
学
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
に
支
え
ら
れ
、
最
後
ま

で
粘
り
強
く
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。�

　
一
日
の
勉
強
時
間
は
六
〜
七

時
間
ほ
ど
、
大
学
に
自
習
室
が

で
き
て
か
ら
は
朝
か
ら
夕
方
ま

で
利
用
し
ま
し
た
。
毎
日
、
自

分
に
課
題
を
与
え
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
表
の
勉
強
済
み
の
項
目
を

振
り
返
っ
て
は
、
足
り
な
い
部

分
や
苦
手
な
科
目
を
重
点
的
に

勉
強
し
ま
し
た
。
四
年
の
五
月

か
ら
八
月
は
ゼ
ミ
の
実
験
時
期

と
公
務
員
試
験
が
重
な
っ
て
大

変
で
し
た
が
、
ど
ち
ら
も
疎
か

に
せ
ず
、
決
め
た
こ
と
は
や
り

抜
く
強
い
意
志
で
頑
張
り
ま
し

た
。
合
格
発
表
の
日
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
受
験
番
号
を
見
つ

け
た
時
は
、
嬉
し
さ
と
安
心
感

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
努
力
が

報
わ
れ
た
と
思
い
ま
し
た
。�

　
趣
味
の
旅
行
で
色
々
な
街
を

訪
れ
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
時
、

将
来
の
職
業
と
し
て
「
街
づ
く

り
」
に
携
わ
れ
る
職
業
に
就
き

た
い
と
思
っ
た
の
が
、
公
務
員

を
志
望
し
た
動
機
で
す
。�

　
公
務
員
試
験
に
臨
む
準
備
と

し
て
二
、
三
年
次
に
行
政
書
士

講
座
を
受
講
し
、
続
い
て
公
務

員
試
験
対
策
講
座
で
学
び
ま
し

た
。
大
学
で
開
講
さ
れ
て
い
る

行
政
書
士
講
座
は
公
務
員
試
験

に
直
結
し
て
い
る
内
容
で
、
公

務
員
を
目
指
す
学
生
も
多
数
受

講
し
て
い
ま
す
。
四
年
の
四
月

か
ら
五
月
に
か
け
て
は
、
友
人

た
ち
の
多
く
が
民
間
企
業
か
ら

内
定
を
も
ら
う
中
、
合
格
で
き

る
の
か
と
い
う
不
安
感
で
焦
り

が
あ
り
ま
し
た
が
、
逆
に
勉
強

に
集
中
す
る
こ
と
で
乗
り
切
り

ま
し
た
。�

　
公
務
員
試
験
は
勉
強
の
ボ
リ

ュ
ー
ム
が
多
く
、
壁
に
突
き
当

た
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
は

定
期
的
に
受
験
す
る
模
擬
試
験

を
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
と
目
標
に

し
て
、
毎
晩
、
勉
強
を
終
え
て

寝
る
前
に
自
分
自
身
の
将
来
の

「
夢
」
を
思
い
描
く
こ
と
で
、

初
心
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
努
力

し
ま
し
た
。�

　
公
務
員
に
な
ろ
う
と
決
心
し

た
の
は
、
二
、
三
年
次
に
受
講

し
た
資
格
対
策
講
座
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
資
格
対
策
講
座
で

学
ん
だ
知
識
を
生
か
す
こ
と
が

で
き
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。�

　
三
年
次
の
秋
講
座
か
ら
公
務

員
試
験
対
策
の
勉
強
を
始
め
ま

し
た
が
、
日
程
は
か
な
り
ハ
ー

ド
で
し
た
。
ほ
と
ん
ど
毎
日
、

講
義
と
復
習
の
繰
り
返
し
で
し

た
。
大
学
の
支
援
で
自
習
室
が

利
用
で
き
た
の
で
、
試
験
の
直

前
期
は
毎
日
、
午
前
八
時
か
ら

午
後
十
時
ま
で
勉
強
し
ま
し
た
。

仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
て
、
朝
ど

ち
ら
が
早
く
自
習
室
に
来
る
の

か
を
競
っ
た
く
ら
い
で
す
。�

　
地
方
上
級
試
験
ま
で
は
い
く

つ
か
公
務
員
試
験
が
あ
り
ま
し

た
が
、
良
い
結
果
は
出
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
最
後
ま
で

あ
き
ら
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
結
果
、
地
方
上
級
試
験
に
合

格
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ま

で
努
力
し
て
き
た
こ
と
が
報
わ

れ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
も
、

家
族
、
仲
間
の
支
え
、
講
師
の

方
々
の
ご
指
導
、
大
学
の
支
援

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
心
か
ら
思

い
ま
す
。
本
当
に
深
く
感
謝
し

て
い
ま
す
。�

　
本
学
資
格
セ
ン
タ
ー
は
、
公

務
員
を
目
指
す
学
生
の
た
め
に
、

各
種
講
座
を
開
講
し
て
い
る
。�

　
〇
六
年
度
は
、
主
に
一
年
生

向
け
に「
一
年
生
公
務
員
入
門

基
礎
教
養
講
座
」「
公
務
員
試
験

の
た
め
の
数
的
基
礎
講
座
」、二

三
年
生
向
け
に
「
公
務
員
試
験

対
策
本
講
座
」
「
公
務
員
試
験

上
級
講
座
」、四
年
生
向
け
に「
公

務
員
試
験
直
前
講
座
」
を
開
講
。

ま
た
、
試
験
内
容
が
重
複
す
る

資
格
取
得
の
「
行
政
書
士
講
座
」

の
受
講
も
勧
め
て
い
る
。�

　
〇
七
年
度
も
同
様
講
座
の
開

催
を
予
定
し
、
公
務
員
志
望
者

に
受
講
を
呼
び
か
け
て
い
る
。�

　
公
務
員
試
験
の
勉
強
を
始
め

た
の
は
、
学
生
生
活
の
最
後
に

何
か
を
成
し
遂
げ
た
い
と
い
う

強
い
思
い
か
ら
で
す
。�

　
何
か
に
真
剣
に
取
り
組
む
こ

と
の
無
か
っ
た
そ
れ
ま
で
の
分

を
取
り
戻
し
た
い
と
、
様
々
な

欲
求
を
抑
え
、
受
験
ま
で
の
一

年
間
は
勉
強
だ
け
に
打
ち
込
み
、

合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
辛

か
っ
た
一
年
は
自
分
の
一
生
の

宝
に
な
る
と
思
い
ま
す
。�

　
公
務
員
試
験
の
受
験
を
振
り

返
っ
て
、
一
番
必
要
な
も
の
は

忍
耐
力
だ
と
思
い
ま
す
。
自
習

室
の
利
用
の
許
可
を
得
て
、
週

に
七
日
学
校
に
通
い
、
一
日
の

大
半
を
机
の
前
で
過
ご
し
ま
し

た
が
、
そ
ん
な
中
、
た
ま
っ
た

ス
ト
レ
ス
の
発
散
や
モ
テ
ィ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
維
持
で
助
け
て
も

ら
っ
た
の
が
、
一
緒
に
勉
強
し

た
仲
間
で
す
。
同
じ
公
務
員
を

目
指
し
、
毎
日
開
講
さ
れ
る
講

座
を
一
緒
に
受
け
て
き
た
仲
間

の
言
葉
に
は
、
苦
し
い
時
に
何

度
も
励
ま
さ
れ
、
初
心
を
思
い

出
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
後
輩
の
皆
さ
ん
も
同
じ
大
学

の
仲
間
同
士
で
助
け
合
い
、
励

ま
し
合
っ
て
、
是
非
合
格
を
勝

ち
取
っ
て
く
だ
さ
い
。�

　
年
を
追
っ
て
難
し
く
な
る

公
務
員
試
験
。
学
内
開
講
の

公
務
員
試
験
対
策
講
座
を
受
講
し
て
目
標
を
達
成
し
た
学
生
た
ち
に
、
こ
れ
か
ら
公
務
員
試
験

に
挑
む
後
輩
た
ち
へ
の
難
関
突
破
の
心
構
え
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
綴
っ
て
も
ら
っ
た
。�
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国
際
英
語
学
部
の
学
生
七
人

が
、
ア
メ
リ
カ
留
学
（
八
月
か

ら
一
年
間
）
を
前
に
、
六
月
十

三
日
、
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
を

訪
れ
た
米
国
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
ウ
ィ
リ
ア
ム
パ
タ
ー
ソ
ン

大
学
の
学
生
十
二
人
と
、
英
語

に
よ
る
討
論
会
を
開
い
た
。
　

　
学
生
た
ち
は
四
、
五
人
に
分

か
れ
、
「
外
国
語
を
学
ぶ
際
、

障
害
と
な
る
も
の
は
」
「
英
語

や
日
本
語
の
素
晴
ら
し
い
と
こ

ろ
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
話
し
合

っ
た
。
討
論
の
後
、
懇
親
会
で

友
好
を
深
め
た
。�

　
本
学
の
学
生
た
ち
は
「
留
学

前
に
、
討
論
会
に
参
加
し
て
よ

か
っ
た
。
日
本
や
日
本
人
を
理

解
し
て
く
れ
る
ア
メ
リ
カ
人
と

会
話
し
、
留
学
に
対
す
る
不
安

が
和
ら
ぎ
、
勇
気
を
貰
っ
た
」

と
明
る
い
表
情
で
語
っ
た
。�

　
ウ
ィ
リ
ア
ム
パ
タ
ー
ソ
ン
大

学
の
学
生
は
翌
十
四
日
、
豊
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
剣
道
の
授
業
に

参
加
し
、
林
邦
夫
・
体
育
学
部

教
授
の
迫
力
の
あ
る
模
範
演
技

に
一
様
に
驚
い
て
い
た
。�

　
本
学
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
パ
タ
ー

ソ
ン
大
学
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
の
交

換
留
学
制
度
で
本
学
が
同
大
学

か
ら
学
生
を
受
け
入
れ
た
二
〇

〇
二
年
に
学
生
交
流
を
開
始
。

同
大
学
の
学
生
た
ち
は
今
回
、

日
本
短
期
留
学
（
六
月
一
―
二

十
一
日
、
研
修
先
は
東
京
）
の

合
間
を
縫
っ
て
、
学
生
交
流
の

た
め
に
本
学
を
訪
れ
た
。�

�

　
国
際
セ
ン
タ
ー
が
夏
季
休
暇

期
間
に
実
施
し
た
海
外
セ
ミ
ナ

ー
（
七
月
二
十
九
日
―
八
月
二

十
二
日
）
に
、
七
学
部
か
ら
二

十
二
人
の
学
生
が

参
加
、
カ
ナ
ダ
・

ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
コ

ロ
ン
ビ
ア
州
に
あ

る
ビ
ク
ト
リ
ア
大

学
で
、
語
学
と
異

文
化
を
学
ん
だ
。

カ
ナ
ダ
で
の
実
施

は
初
め
て
。�

　
『
ホ
エ
ー
ル
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
』
と

い
う
講
義
が
特
に

印
象
的
だ
っ
た
と

い
う
吉
川
か
お
り

さ
ん
（
社
会
４
）
は
「
初
め
て

本
物
の
ク
ジ
ラ
を
見
て
、
感
動

し
ま
し
た
。
自
然
環
境
保
護
の

大
切
さ
を
痛
感
さ
せ
る
講
義
で

し
た
」
と
語
っ
た
。�

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
つ
い
て
水

谷
里
佳
さ
ん
（
国
際
英
語
３
）

は
「
週
末
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
人
達
と
映
画
を
観
る
な

ど
、
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

と
て
も
親
切
な
人
達
で
し
た
」

と
感
想
を
述
べ
た
。�

　
国
際
セ
ン
タ
ー
は
、
よ
り
効

果
的
な
セ
ミ
ナ
ー
実
施
に
向
け
、

参
加
学
生
か
ら
詳
細
な
聞
き
取

り
調
査
を
行
っ
て
い
る
。�

　
本
学
か
ら
海
外
の
大
学
へ
派

遣
す
る
二
〇
〇
六
年
度
交
換
留

学
生
は
十
二
人
（
国
際
英
語
学

部
十
人
、
総
合
政
策
学
部
一
人
、

体
育
学
部
一
人
）
で
、
Ｉ
Ｓ
Ｅ

Ｐ
（
国
際
的
な
学
生
交
換
留
学

推
進
機
関
）
加
盟
校
に
十
人
、

個
別
協
定
校
に
二
人
が
、
そ
れ

ぞ
れ
八
月
、
二
月
か
ら
一
年
間

の
予
定
で
留
学
し
て
い
る
。�

　
留
学
先
は
主
に
米
国
で
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
と
韓
国
が
各
一
人
。

学
生
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大

学
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

な
ど
専
門
的
に
学
び
た
い
分
野

を
中
心
に
履
修
し
て
い
る
。�

　
交
換
留
学
生
の
選
抜
は
、
学

業
成
績
（
三
十
点
）
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｆ
Ｌ
（
三
十
点
）
、
面
接
（
四

十
点
）
の
合
計
百
点
で
行
わ
れ
、

国
際
交
流
委
員
会
で
選
考
さ
れ

る
。
選
出
さ
れ
た
学
生
は
、
出

発
ま
で
の
十
カ
月
間
、
国
際
セ

ン
タ
ー
の
海
外
留
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
研
修
を
受
け
、
授
業
の
進
め

方
や
単
位
取
得
の
プ
ロ
セ
ス
、

生
活
習
慣
な
ど
を
学
ぶ
。�

　
一
方
、
本
学
が
今
年
度
、
海

外
の
大
学
か

ら
受
け
入
れ

た
交
換
留
学

生
は
、
Ｉ
Ｓ

Ｅ
Ｐ
加
盟
校

か
ら
十
一
人

（
米
国
七
人
、

フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
二
人
、
フ
ラ
ン
ス
と
メ
キ
シ

コ
か
ら
各
一
人
）
、
個
別
協
定

校
（
韓
国
）
か
ら
三
人
の
計
十

四
人
。
四
月
か
ら
日
本
語
や
、

母
国
で
も
専
攻
し
て
い
る
専
門

科
目
を
中
心
に
学
び
、
十
二
月

（
韓
国
か
ら
の
留
学
生
は
二
月
）

に
帰
国
す
る
。�

　
国
際
セ
ン
タ
ー
は
、
外
国
人

留
学
生
が
日
本
文
化
へ
の
理
解

を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
「
日
本

文
化
・
芸
術
講
座
」
を
本
年
度

か
ら
開
設
。
講
座
は
、
陶
芸
や

茶
道
な
ど
の
体
験
学
習
も
取
り

入
れ
て
い
る
。�

　
銀
行
業
が
本
来
の
役
割
を

果
た
す
た
め
に
は
地
域
性
を

重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

強
大
な
東
海
地
域
の
た
め
に

は
、
相
応
の
銀
行
を
復
活
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。�

　
銀
行
に
期
待
さ
れ
る
役
割

と
と
も
に
、
銀
行
経
営
に
甚

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
金
融
情

勢
を
全
体
の
経
済
構
造
と
の

関
連
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

そ
れ
は
金
融
マ
ン
だ
け
で
は

な
く
、
経
済
に
関
係
す
る
す

べ
て
の
人
が
わ
き
ま
え
て
お

く
べ
き
金
融
の
基
本
で
あ
る
。�

　
著
者
は
経
済
学
部
教
授
で

Ｍ
Ｂ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
研
究
科
長
。
元
東

海
銀
行
専
務
取
締
役
、
東
海

総
合
研
究
所
社
長
、
会
長
、

理
事
長
。
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
刊
。

本
体
一
、
四
〇
〇
円
。�

���

　
二
〇
〇
五
年
度
に
刊
行
さ

れ
た
初
版
の
改
訂
版
。「
ス

ポ
ー
ツ
事
故
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス

ま
で
」を
編
集
目
的
に
掲
げ
、

ス
ポ
ー
ツ
に
関
連
す
る
法
令
、

国
際
条
約
・
規
約
や
憲
章
・

宣
言
、
各
種
規
程
、
条
例
、

外
国
法
令
な
ど
を
ア
ッ
プ
デ

イ
ト
し
て
約
三
百
二
十
五
件

を
収
録
。
さ
ら
に
判
例
資
料

と
第
一
線
の
研
究
者
に
よ
る

解
説
を
充
実
さ
せ
た
、
体
育

ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
か
ら
弁

護
士
、
自
治
体
関
係
者
に
至

る
ま
で
必
携
の
書
で
あ
る
。�

　
編
者
は
体
育
学
部
教
授
で

大
学
院
体
育
学
研
究
科
長
。

信
山
社
刊
。
本
体
二
、
八
五

〇
円
。�

������

　
日
本
図
書
館
協
会
選
定
図

書
。
原
著
は
一
九
〇
一
年
刊

で
、
既
に
古
典
と
し
て
の
評

価
を
フ
ラ
ン
ス
で
受
け
て
久

し
い
。
著
者
は
第
一
次
大
戦�

〈
７
面
７
段
目
へ
続
く
〉�

著
書
紹
介�
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水
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第
二
十
三
回
読
売
書
法
展（
読

売
新
聞
社
な
ど
主
催
）
の
入
賞

者
が
決
ま
り
、
文
学
部
国
文
学

科(

現
・
日
本
文
学
科)

の
卒
業

生
五
人
が
漢
字
部
門
の
上
位
賞

を
獲
得
し
た
。�

　
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。（
敬

称
略
）�

　
▽
読
売
新
聞
社
賞
　
林
英
俊

（
大
樹
）
（
七
六
年
卒
）
、
加

藤
元
康
（
矢
舟
）
（
七
六
年
卒
）�

　
▽
読
売
俊
英
賞
　
荒
川
辰
男

（
恵
風
）
（
七
四
年
卒
）�

　
▽
特
選
　
白
井
多
佳
江
（
景

星
）
（
七
二
年
卒
）
、
直
井
誠

（
貞
松
）
（
九
六
年
卒
）�

　
書
道
部
に
所
属
す
る
饗
場
祐

一
さ
ん
（
日
本
文
学
２
）
、
川

口
由
来
代
さ
ん
（
言
語
表
現
２
）
、

小
池
彩
さ
ん
（
言
語
表
現
２
）

の
三
人
が
、
第
十
一
回
全
日
本

高
校
・
大
学
生
書
道
展
（
読
売

新
聞
社
・
日
本
書
芸
院
主
催
）

で
、
最
高
賞
に
あ
た
る
大
賞
に

輝
い
た
。�

　
書
道
展
に
は
漢
字
・
か
な
・

調
和
体
・
篆
刻
の
四
部
門
に
計

一
万
二
千
二
百
二
十
七
点
の
応

募
が
あ
り
、
饗
場
さ
ん
と
川
口

さ
ん
は
漢
字
部
門
で
、
小
池
さ

ん
は
調
和
体
部
門
で
大
賞
を
受

賞
し
た
。
書
道
展
賞
、
優
秀
賞

に
も
書
道
部
員
八
人
（
下
段
に

名
前
、敬
称
略
）
が
選
ば
れ
た
。�

作
品
は
八
月
二
十
二
―
二
十
七

日
、
大
阪
市
立
美
術
館
で
展
示

さ
れ
、
二
十
七
日
に
授
賞
式
が

行
わ
れ
た
。�

　
▽
書
道
展
賞
　
有
森
優
樹（
日

本
文
学
２
）、
緒
方
美
帆
子（
法

律
４
）�

　
▽
優
秀
賞
　
鈴
木
葵
（
経
済

２
）
、
天
野
太
輔
（
経
済
２
）
、

石
川
暁
子（
日
本
文
学
４
）、
野

上
敏
伸（
言
語
表
現
４
）、
櫨
将

弘
（
経
営
４
）、
小
林
雄
太
（
日

本
文
学
１
）�

　
大
変
嬉
し
い
。
し
か
し
、
新

人
賞
獲
得
ま
で
の
道
の
り
は
決

し
て
楽
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

メ
ン
バ
ー
集
め
、
曲
作
り
、
振

付
…
そ
の
都
度
悩
み
ま
し
た
。�

　
夏
休
み
は
ほ
ぼ
毎
日
、
炎
天

下
で
練
習
。
な
か
な
か
人
数
が

集
ま
ら
ず
、
時
間
だ
け
が
過
ぎ

て
行
き
ま
し
た
。�

　
私
達
の
踊
り
の
コ
ン
セ
プ
ト

は 

〝
結
（
ゆ
い
）
〞
。「
豊
田

キ
ャ
ン
パ
ス
の
全
く
個
性
の
違

う
四
つ
の
学
部
が
一
つ
に
結
ば

れ
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。�

　
そ
し
て
迎
え
た
本
番
。
五
十

九
人
は
一
つ
に
結
ば
れ
ま
し
た
。

皆
輝
い
て
い
ま
し
た
。
私
達
は

今
年
の
夏
、
最
高
の
仲
間
と
固

い
絆
と
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
晴
地
舞
を
支
え
て
下
さ
っ
た

皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。�

　
社
会
学
部
三
年
の
生
田
和
徳

さ
ん
が
、
野
村
総
合
研
究
所
主

催
の
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
・
大
学

生
の
部
で
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
。

大
賞
に
次
ぐ
賞
で
、
応
募
六
十

二
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
。�

　
コ
ン
テ
ス
ト
の
テ
ー
マ
は
「
二

〇
一
〇
年
の
日
本
と
私
―
ユ
ビ

キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
時
代
の
Ｉ
Ｔ
と

人
間
の
関
わ
り
」
。
生
田
さ
ん

は
「
中
京
大
学
で
学
ん
だ
成
果

を
何
か
形
に
」
と
模
索
し
て
い

た
六
月
、
コ
ン
テ
ス
ト
を
知
っ

た
。
「
こ
の
テ
ー
マ
な
ら
現
在

研
究
し
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
教
育

に
関
連
付
け
て
書
け
る
」
と
考

え
、
執
筆
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は

「
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
〜

ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
時
代
に
新

た
な
価
値
を
生
み
出
す
知
恵
〜
」。

人
間
力
を
磨
く
こ
と
で
、
情
報

の
賢
い
消
費
者
に
な
る
こ
と
を

提
唱
し
て
い
る
。�

　
生
田
さ
ん
は
「
社
会
学
は
奥

が
深
い
。
学
問
と
し
て
の
可
能

性
に
限
り
が
な
い
。
こ
れ
か
ら

も
社
会
学
を
学
び
、
追
究
し
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。�

　
生
田
さ
ん
は
、
長
野
県
立
梓

川
高
校
三
年
の
時
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯

全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
朗

読
部
門
で
優
勝
し
て
い
る
。�

　
名
古
屋
の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
、
に
っ
ぽ
ん
ど
真
ん
中
祭
り
。

今
年
も
八
月
下
旬
に
催
さ
れ
、

本
学
豊
田
キ
ャ

ン
パ
ス
四
学
部

の
学
生
五
十
九

人
の
「
晴
地
舞

（
は
ち
ま
え
）」

が
初
出
場
三
十

一
チ
ー
ム
中
の

新
人
賞
を
獲
得

し
た
。�

　
五
十
九
人
は

本
番
前
、
八
号

館
前
（
チ
ー
ム

名
の
由
来
）
に

集
合
し
て
練
習

を
重
ね
た
。
加

藤
晴
明
社
会
学

部
教
授
と
和
光

理
奈
体
育
学
部

講
師
が
チ
ー
ム
の
顧
問
を
務
め
、

指
導
し
た
。�

時
の
駐
米
フ
ラ
ン
ス
大
使
で
、

外
交
官
活
動
の
傍
ら
英
文
学

評
論
を
精
力
的
に
展
開
し
た

典
型
的
な
教
養
文
化
人
。
従

来
、
ス
ポ
ー
ツ
の
発
祥
は
イ

ギ
リ
ス
と
さ
れ
て
き
た
が
、

実
は
フ
ラ
ン
ス
が
中
世
か
ら

長
い
年
月
を
か
け
そ
の
準
備

を
し
た
と
い
う
著
者
の
主
張

が
、全
編
に
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。�

　
訳
者
は
体
育
学
部
教
授
で

大
学
院
体
育
学
研
究
科
長
。

駿
河
台
出
版
社
刊
。
本
体
三
、

六
〇
〇
円
。�

������

　
本
書
は
協
同
教
育
実
践
資

料
の
第
二
巻
と
し
て
出
版
さ

れ
た
。
今
江
小
学
校
は
、
そ

れ
ま
で
重
ね
た
問
題
解
決
学

習
の
実
践
研
究
を
踏
ま
え
て
、

協
同
学
習
の
観
点
か
ら
授
業

過
程
を
児
童
主
体
の
流
れ
に

組
み
替
え
、
生
き
生
き
と
し

た
学
び
、
効
果
的
な
習
得
を

可
能
に
す
る
実
践
事
例
を
多

く
生
み
出
し
た
。
小
学
校
の

授
業
改
善
へ
の
貴
重
な
情
報

源
と
な
る
成
果
で
あ
る
。�

　
監
修
者
は
教
養
部
教
授
。

日
本
協
同
教
育
学
会
刊
。
税

込
二
、
五
〇
〇
円
。�

�����

　
日
中
の
若
手
研
究
者
が
、

悪
化
す
る
日
中
関
係
を
前
に

国
際
的
協
力
と
議
論
に
よ
っ

て
微
妙
な
歴
史
問
題
に
つ
い

て
の
わ
か
り
や
す
い
解
説
書

を
日
中
の
両
国
国
民
向
け
に

ま
と
め
た
。
靖
国
神
社
、
戦

争
賠
償
、
植
民
地
台
湾
（
浅

野
）
、
教
科
書
と
い
う
ホ
ッ

ト
な
問
題
に
加
え
て
、
侵
略

の
起
源
（
琉
球
処
分
・
二
一

ヶ
条
・
田
中
メ
モ
）
傀
儡
政

権
（
満
州
国
と
汪
兆
銘
）
が

主
要
な
テ
ー
マ
。
日
中
で
同

時
出
版
。�

　
共
著
者
は
教
養
部
教
授
。

東
京
大
学
出
版
会
刊
。
本
体

二
、
八
〇
〇
円
。�

����

　
本
書
は
、
「
名
古
屋
を
世

界
商
品
に
！
」
へ
の
研
究
成�

〈
８
面
７
段
目
へ
続
く
〉�

　
第
五
十
回
中
京
大
学
全
国
学

生
書
道
展
（
愛
知
県
・
名
古
屋

市
各
教
育
委
員
会
な
ど
後
援
）

に
、
全
国
の
大
学
生
や
小
中
高

生
、
園
児
か
ら
一
万
三
千
四
百

三
十
八
点
（
半
紙
の
部
八
千
五

百
六
十
五
点
、
硬
筆
の
部
二
千

二
百
六
十
一
点
、
条
幅
の
部
二

千
六
百
十
二
点
）
の
応
募
が
あ

っ
た
。�

　
表
彰
式
は
八
月
五
日
に
、
展

示
会
は
同
五
日
、
六
日
に
そ
れ

ぞ
れ
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
た
。�

　
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
者
は

次
の
皆
さ
ん
。
（
敬
称
略
）�

　
落
合
香
織（
丹
羽
高
）、
花
井

宏
彰（
大
里
中
）、羽
多
野
栞（
大

城
小
）、
杉
岡
敦
子（
瑞
陵
高
）
、

宮
　
眞
衣（
岡
崎
南
中
）�
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豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
と

学
生
課
職
員
が
協
力
し
て
、
七

月
十
一
日
、
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺

の
道
路
で
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
し
た
。
愛
知
県
が

繰
り
広
げ
る
夏
の
交
通
安
全
県

民
運
動
期
間
に
合
わ
せ
て
行
い
、

学
生
・
職
員
合
わ
せ
て
約
四
十

人
が「
ス
ピ
ー
ド
落
と
せ
」
「
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
」
と
書
か
れ
た
サ

イ
ン
ボ
ー
ド
を
手
に
、
ド
ラ
イ

バ
ー
ら
に
安
全
運
転
を
呼
び
か

け
た
。
（
写
真
）�

　
今
回
の
重
点
目
標
は
①
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
徹
底
②
若
者
の
無
謀
運
転
に

よ
る
事
故
を
な
く
そ
う
③
子
ど

も
や
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら

守
ろ
う
④
飲
酒
運
転
を
追
放
し

よ
う
、
の
四
項
目
。�

　
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は

年
に
四
回
実
施
し
、
毎
回
、
交

通
安
全
県
民
運
動
の
盛
り
上
げ

に
も
一
役
買
っ
て
い
る
。�

　
私
た
ち
文
化
会
は
、
六
月
十

七
、
十
八
日
の
二
日
間
に
亘
り
、

「FLY
 H
IG
H

」
と

い
う
テ
ー
マ
の
下
、

第
二
十
八
回
芸
文
系

ク
ラ
ブ
発
表
会
を
名

古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
４

３
１
教
室
で
行
っ
た
。�

　
芸
文
系
発
表
会
は
、

文
化
会
に
所
属
す
る

芸
文
系
十
五
ク
ラ
ブ

が
一
同
に
集
ま
り
、

日
頃
の
練
習
の
成
果

を
披
露
す
る
場
で
あ
る
。

各
ク
ラ
ブ
の
発
表
は
、

個
性
溢
れ
る
内
容
が
多
く
、
と

て
も
楽
し
い
会
に
な
っ
た
。�

　
運
営
面
で
も
、
ク
ラ
ブ
の
枠

を
越
え
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
発
表
会
を
作
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。�

（
商
４
・
山
田
修
弘
）�

　
文
化
会
主
催
の
第
三
十
四
回

文
化
会
講
演
会
が
七
月
八
日
、

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
４
３
１
教

室
で
開
か
れ
た
。�

　
テ
レ
ビ
等
で
も
活
躍
中
の
国

語
学
者
、杏
林
大
学
教
授
金
田

一
秀
穂
さ
ん
を
お
招
き

し
、
「
心
地
よ
い
日
本

語
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

し
て
い
た
だ
い
た
。�

　
金
田
一
教
授
は
、
私

た
ち
が
日
常
使
っ
て
い

る
日
本
語
の
表
現
の
素
晴
ら
し

さ
や
曖
昧
さ
を
、
最
近
の
ニ
ュ

ー
ス
な
ど
を
例
に
挙
げ
な
が
ら

説
明
さ
れ
た
。
聴
講
者
は
、
身

近
な
日
本
語
と
い
う
言
語
の
奥

深
さ
を
、
改
め
て
実
感
し
て
い

る
様
子
だ
っ
た
。�

（
心
理
４
・
青
木
亮
太
）�

　
大
学
祭
実
行
委
員
会
主
催
の

球
技
大
会
が
、
五
―
七
月
の
日

曜
日
に
名

古
屋
キ
ャ

ン
パ
ス
の

体
育
館
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
た
。
種
目
は
キ
ッ
ク
ベ
ー

ス
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
二
種
目

で
、
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
に
二
十
四

チ
ー
ム
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
は

四
十
二
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、

選
手
ら
は
毎
週
試
合
を
楽
し
ん

だ
。
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
を
制

し
た
の
は
サ
ー
ク
ル
・
フ

レ
ン
ド
シ
ッ
プ
。
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
は
サ
ー
ク
ル
・
ハ

ッ
ピ
ー
タ
ー
ン
が
優
勝
し

た
。�

　
球
技
大
会
は
、
ク
ラ
ブ

や
サ
ー
ク
ル
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
結
束
を
強
化
す
る
こ

と
、
団
体
間
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
。

試
合
後
に
、
相
手
チ
ー
ム
の
メ

ン
バ
ー
と
談
笑
す
る
姿
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
た
。�

（
日
本
文
学
２
・
前
田
貴
哉
）�

果
。
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル

の
社
会
人
学
生
が
経
験
を
理

論
化
し
、
行
政
、
企
業
、
地

域
へ
経
営
革
新
を
提
言
し
、

中
部
経
済
圏
の
ビ
ジ
ネ
ス
・

ス
ク
ー
ル
の
あ
り
方
へ
の
方

向
性
を
示
し
た
。
家
康
の
「
内

陸
型
の
閉
鎖
文
化
」
と
信
長

型
の
「
海
洋
型
の
開
放
文
化
」

と
を
按
配
よ
く
混
ぜ
て
、
世

界
に
通
用
す
る
身
の
丈
に
あ

っ
た
〝
グ
ロ
ー
カ
ル
・
マ
イ

ン
ド
〞
の
企
業
文
化
を
究
明
。�

　
編
著
者
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
教
授
。

文
眞
堂
刊
。
本
体
三
、
三
〇

〇
円
。�

������

　
日
本
ス
ペ
ン
サ
ー
協
会
の

記
念
企
画
の
本
書
第
一
部『
妖

精
の
女
王
』
「
ベ
ル
フ
ィ
ー

ビ
ー
と
ア
モ
レ
ッ
ト
を
め
ぐ

る
誕
生
の
神
話
」
で
、
小
田

原
氏
は
「
無
原
罪
の
宿
り
」

に
よ
る
二
人
の
誕
生
が
、
ヘ

ン
リ
ー
八
世
と
ア
ン
・
ブ
ー

リ
ン
の
結
婚
、
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
等
、
十
六
世
紀
の
歴
史
を

反
映
し
て
い
る
こ
と
、
穢
れ

を
払
い
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
に
穢

れ
な
き
誕
生
の
イ
メ
ー
ジ
を

与
え
る
払
拭
神
話
で
あ
る
こ

と
を
論
じ
て
い
る
。�

　
小
田
原
氏
は
教
養
部
教
授
。

九
州
大
学
出
版
会
刊
。
本
体

四
、
五
〇
〇
円
。�

�����

　
な
ぜ
、
愛
知
万
博
は
あ
れ

だ
け
盛
り
上
が
っ
た
の
か
？�

本
書
は
、
そ
の
問
い
に
正
面

か
ら
向
か
い
合
い
、
人
び
と

の
「
生
き
ら
れ
た
経
験
」
と

し
て
の
万
博
を
、
徹
底
的
に

一
般
の
入
場
者
の
目
線
か
ら

読
み
解
い
た
本
で
あ
る
。
市

民
か
ら
の
公
募
コ
ラ
ム
や
中

京
大
生
ら
の
万
博
研
究
も
盛

り
込
ん
だ
ユ
ニ
ー
ク
な
構
成

と
な
っ
て
い
る
。�

　
編
著
者
は
社
会
学
部
教
授
。

リ
ベ
ル
タ
出
版
刊
。
本
体
一
、

七
〇
〇
円
。�

著
書
紹
介�
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著�

私
の
愛
し
た
地
球
博�

―
愛
知
万
博�

　
２
２
０
４
万
人
の
物
語�

加
藤
　
晴
明
他
編
著�



テ
ー
マ
「
晴
（
は
れ
）
」�

●
秋
の
星
座
ペ
ル
セ
ウ
ス
に
ま

つ
わ
る
神
話
の
演
劇
『
星
の
世

界
』
（
11
／
３
）�

●
科
学
の
不
思
議
を
体
感
。
身

近
な
材
料
で
工
作
す
る
『
中
京

科
学
館
』
（
11
／
４
）�

●
最
強
の
二
人
組
は
？
ゲ
ー
ム

等
で
勝
負
す
る
『
中
京
№
１
タ

ッ
グ
決
定
戦
』
（
11
／
５
）�

テ
ー
マ
「
舞
」
〜
行
こ
ま
い
・

踊
ろ
ま
い
・
騒
ご
ま
い
〜�

●
羅
針
盤
、
宝
箱
、
大
砲
が
待

ち
受
け
る
『
な
ん
ち
ゃ
っ
て
海

賊W
A
R

』（
11
／
３
、
５
）�

●
巨
大
化
し
た
け
ん
玉
や
紙
パ

ッ
ク
。『B

IG

り
サ
イ
ズ
!!
ミ

ニ
ゲ
ー
ム
』
（
11
／
４
）�

●
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
楽
し
く
回

る
『
エ
リ
ア
を
回
れ
！D

arts

☆R
ally

』
（
11
／
３
―
５
）�

　
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
研
究
科
の
村
山
元
英

教
授
が
、
村
山
研
究
室
で
学
ん

だ
同
研
究
科
修
了
生
と
共
同
で

「
グ
ロ
ー
カ
ル
経
営
戦
略
―
名

古
屋
の
企
業
文
化
論
―
」
を
出

版
し
た
。�

　
執
筆
者
は
村
山
教
授
と
、
〇

五
年
度
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
研
究
科
修
了
生
の
竹
内

淳
二
さ
ん
、
鶴
峯
悦
史
さ
ん
、

遠
山
眞
樹
さ
ん
、
中
尾
一
也
さ

ん
、
〇
四
年
度
修
了
生
の
栢
森

雅
勝
さ
ん
、
桑
山
博
江
さ
ん
、

水
野
幸
美
さ
ん
の
七
人
。
電
気

機
器
会
社
社
長
や
自
動
車
部
品

メ
ー
カ
ー
社
員
ら
で
、
働
き
な

が
ら
社
会
人
学
生
と
し
て
経
営

戦
略
な
ど
を
学
ん
だ
。�

　
本
は
、
修
了
生
七
人
が
同
研

究
科
で
研
究
し
、
自
ら
の
社
会

経
験
を
踏
ま
え
て
執
筆
し
た
修

士
論
文
を
中
心
に
構
成
。
村
山

教
授
が
編
集
し
て
、
一
冊
の
本

に
ま
と
め
て
い
る
。�

　
研
究
成
果
を
大
学
内
に
留
ま

ら
ず
、
広
く
公
開
す
る
た
め
に

一
般
図
書
（
七
月
十
五
日
、
文

眞
堂
刊
行
、
四
百
七
十
九
頁
）

と
し
て
刊
行
し
た
。�

　
七
月
十
五
日
、
名
古
屋
市
内

の
ホ
テ
ル
で
出
版
記
念
会
が
行

わ
れ
、
執
筆
者
八
人
が
ビ
ジ
ネ

ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科

の
教
員
や
大
学
院
生
ら
に
、
研

究
成
果
を
報
告
し
た
。�

　
中
京
大
学
文
化
会
は
、
ク
ラ

ブ
間
の
交
流
を
深
め
る
目
的
で
、

夏
季
リ
ー
ダ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
を

九
月
三
―
五
日
、
福
井
・
石
川

県
で
行
っ
た
。

今
年
は
例
年

よ
り
多
い
、

二
十
九
ク
ラ

ブ
百
八
十
九
人
が
参
加
し
た
。�

　
昼
間
は
観
光
を
通
し
て
ク
ラ

ブ
間
の
交
流
を
深
め
、
夜
は
ク

ラ
ブ
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。
皆

が
真
剣
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
ク
ラ

ブ
の
垣
根
を
越
え

て
意
見
交
換
が
で
き
、

充
実
し
た
会
議
と

な
っ
た
。�

　
リ
ー
ダ
ー
ズ
キ

ャ
ン
プ
で
得
た
経

験
と
交
流
を
今
後

の
活
動
に
生
か
し

て
欲
し
い
。�

（
経
営
４
・
山
本
遼
）�

前
夜
祭
　
11
／
２（
木
）�

本
　
祭
　
11
／
３（
祝
）〜
５（
日
）�

　
本
学
環
境
保
全
委
員
会
が
、

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
内
と
周
辺

道
路
の
美
化
を
目
的
に
、
九
月

二
十
五
―
二
十
七
日
、
「
エ
コ
・

ウ
ィ
ー
ク
」
運
動
を
行
っ
た
。�

　
環
境
保
全
委
員
会
は
、
文
化

会
・
体
育
会
・
大
学
祭
実
行
委

員
会
と
学
生
課
で
組
織
さ
れ
て

お
り
、
三
日
間
で
延
べ
百
七
十

一
人
の
学
生
ら
が
参
加
。
通
学

し
て
く
る
学
生
た
ち
に
、
ゴ
ミ

の
分
別
の
徹
底
や
タ
バ
コ
の
ポ

イ
捨
て
撲
滅
な
ど
を
呼
び
か
け

た
。
自
転
車
通
学
者
に
対
し
て

の
駐
輪
指
導
も
合
わ
せ
て
行
っ

た
。�

　
◆
学
生
相
談
室
の
直
通
電
話
は
―�

　
　
名
古
屋
　
０
５
２
―
８
３
５
―
８
０
６
３�

　
　
豊
　
田
　
０
５
６
５
―
４
６
―
１
２
３
２
　
　
　
学
生
課�

　
名
古
屋
、
豊
田
両
キ
ャ
ン

パ
ス
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
学
生

相
談
室
で
は
、
学
生
の
皆
さ

ん
の
学
生
生
活
全
般
に
わ
た

る
様
々
な
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。�

　
例
え
ば
―
―�

▼
精
神
的
に
不
安
や
憂
う
つ

を
感
じ
る
と
き�

▼
進
路
・
科
目
履
修
・
学
習

方
法
・
課
外
活
動
に
つ
い
て

心
配
ご
と
が
あ
る
と
き�

▼
経
済
・
健
康
問
題
・
セ
ク

ハ
ラ
・
悪
徳
商
法
な
ど
に
巻
き

込
ま
れ
た
…
な
ど
、
生
活
全
般

に
わ
た
っ
て
何
か
悩
み
ご
と
が

あ
る
と
き�

　
学
生
相
談
室
で
は
月
―
金
曜

の
平
日
午
前
九
時
―
午
後
五
時

（
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
は
土
曜

午
前
九
時
―
午
後
零
時
半
も
）
、

相
談
員
、
ま
た
は
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
待
機
し
て
、
学
生
の
皆
さ

ん
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
が
あ
る

と
き
は
、
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。�

　
相
談
員
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

は
守
秘
義
務
を
負
っ
て
い
ま

す
。
相
談
者
の
名
前
や
相
談

内
容
な
ど
の
情
報
を
他
に
漏

ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
〇
五
年
度
は
両
キ
ャ
ン
パ

ス
合
わ
せ
、
一
般
相
談
延
べ

百
八
十
九
人
（
実
数
百
七
十

一
人
）
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

延
べ
七
百
五
十
三
人
（
実
数

三
百
四
十
一
人
）
の
来
談
者

が
あ
り
ま
し
た
。�

（
７
面
の
著
書
欄
で
紹
介
）�

出版記念会で紹介される執筆者
の修了生７人と村山教授（左端）�

活発に議論する文化会の学生たち�

ゴ
ミ
の
分
別
徹
底
な
ど

を
呼
び
か
け
る
環
境
保

全
委
員
会
の
学
生
た
ち�

（
昨
年
の
大
学
祭
か
ら
） 

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス�

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス�

在
学
生
の
皆
さ
ん
へ�

学
生
相
談
室
の
利
用
を�

文
化
会
リ
ー
ダ
ー
ズ

キ
ャ
ン
プ
に
　
ク
ラ
ブ�
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中
京
大
学
祭�

中
京
大
学
祭�

間
近�

ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科�

村山元英教授研究室�

修了生7人�
教授と共同出版�

グ
ロ
ー
カ
ル
経
営
戦
略�

―
名
古
屋
の�

　
企
業
文
化
論
―�



　
現
代
社
会
学
部
は
、
現
代
の

社
会
が
直
面
す
る
幅
広
い
問
題

に
対
応
す
る
た
め
、
六
つ
の
教

育
・
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド（
領
域
）

を
設
定
し
、
授
業
を
行
う
。�

　
①
環
境
と
ま
ち
づ
く
り
　
環

境
・
地
域
を
キ
ー
概
念
と
し
て
、

行
政
や
企
業
の
場
で
企
画
・
立

案
・
計
画
の
進
行
を
リ
ー
ド
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
。�

　
②
共
生
と
福
祉
　
社
会
福
祉

領
域
の
現
場
職
員
、
ま
た
医
療

関
係
領
域
で
医
師
・
看
護
職
と

患
者
・
家
族
と
の
仲
介
的
役
割

を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
。�

　
③
教
育
・
家
族
と
ラ
イ
フ
コ

ー
ス
　
教
育
学
を
基
礎
に
、
家

族
社
会
学
な
ど
の
幅
広
い
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
教
員
、
行
政

で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
る
。�

　
④
心
の
ケ
ア
と
サ
ポ
ー
ト
　

心
理
学
、
労
働
科
学
、
健
康
学

な
ど
通
し
て
、
行
政
や
企
業
の

人
事
管
理
や
労
務
管
理
分
野
で

活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
る
。�

　
⑤
メ
デ
ィ
ア
表
現
　
社
会
の

諸
課
題
を
市
民
に
伝
え
る
表
現

方
法
を
学
ぶ
。
将
来
、
マ
ス
コ

ミ
・
メ
デ
ィ
ア
関
係
で
活
躍
で

き
る
人
材
育
成
を
目
指
す
。�

　
⑥
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
文
化
　

情
報
を
世
界
的
視
野
で
収
集
し
、

発
信
す
る
こ
と
の
で
き
る
国
際

的
視
野
と
実
力
を
持
っ
た
人
材

を
育
成
す
る
。�

　
現
代
社
会
学
部
の
特
徴
の
一

つ
は
、
学
び
の
手
法
。
少
子
・

高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
高

度
情
報
化
…
な
ど
、
複
雑
・
多

様
化
す
る
現
代
社
会
に
よ
り
具

体
的
、
直
接
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
た
め
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
実
践
的
、
実
務
的
な
手
法
を

多
く
取
り
入
れ
る
。�

　
そ
の
一
つ
が
「
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
」
。
現
地
調
査
を
通
じ

て
、
課
題
発
見
の
手
法
を
身
に

つ
け
る
。
現
場
体
験
の「
プ
ラ

ク
テ
ィ
ス
」
も
課
題
解
決
の
手

法
を
学
ぶ
に
は
欠
か
せ
な
い
現

場
学
習
で
あ
る
。�

　
ま
た
、
学
生
た
ち
が
自
ら
の

ア
イ
デ
ア
や
構
想
を
発
表
し
、

周
囲
の
共
感
を
得
る
た
め
の
手

法
と
し
て「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
」
を
多
用
す
る
。�

　
現
代
社
会
学
部
は
実
践
的
な

学
び
の
手
法
を
教
育
の
核
と
し

て
、
基
礎
科
目
・
基
幹
科
目
を

配
置
。
学
生
は
そ
の
う
え
で
、

展
開
科
目
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
演

習
）
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
専

門
的
な
知
識
や
技
術
に
基
づ
い

た
課
題
解
決
の
た
め
の
分
析
能

力
を
身
に
つ
け
る
。�

　
一
九
八
六
年
度
に
設
立
さ
れ

た
社
会
学
部
は
、
来
年
度
、
現

代
社
会
学
部
と
し
て
新
た
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。�

　
社
会
学
部
は
設
立
以
来
、
教

員
と
学
生
が
共
同
で
研
究
教
育

活
動
に
取
り
組
み
、
た
く
さ
ん

の
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
創
立
二
十
周
年
を
記

念
し
て
〇
五
年
度
に
展
開
し
た

「
市
民
学
企
画
」
や
、中
日
球

団
の
許
可
と
協
力
の
も
と
〇
六

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
中

日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
調
査
企
画
」
に

つ
い
て
は
、
社
会
学
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

　
現
代
社
会
学
部
は
、
こ
う
し

た
蓄
積
を
生
か
し
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
面
で
も
、
施
設
の
面
で

も
、
勉
学
環
境
を
一
層
向
上
さ

せ
ま
す
。
社
会
学
的
な
研
究
の

成
果
と
方
法
を
て
い
ね
い
に
伝

え
、
現
代
社
会
を
生
き
抜
く
パ

ワ
ー
を
身
に
つ
け
る
機
会
を
提

供
し
ま
す
。
先
輩
た
ち
、
教
員

た
ち
と
一
緒
に
、
文
献
研
究
や

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
実
践
的

営
み
を
通
じ
て
、
現
代
社
会
へ

の
関
心
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。�

　
〇
七
年
四
月
、
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
現

代
社
会
学
部
が
誕
生
す
る
。
現
在
あ
る
社

会
学
部
を
改
組
し
、
現
代
社
会
の
諸
問
題

に
、
よ
り
実
践
的
・
主
体
的
に
取
り
組
み
、

問
題
解
決
の
た
め
の
分
析
、
提
案
が
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
の
が
目
的
だ
。�

　
現
代
社
会
学
部
の
概
要
、
特
色
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
の

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

豊田に来年　月誕生�4

変
化
激
し
い
時
代
に
対
応�

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
重
視�

六
つ
の
教
育
・
研
究
領
域�

幅
広
く
実
務
能
力
者
育
成�

分
析
、
提
案
力
培
う�

学
部
長
予
定
者�

斉
藤
　
尚
文�

（
現
・
社
会
学
部
長
）�

現代社会学部�



　
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
・
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
の
学
生
食
堂
・
プ
レ

ジ
ー
ル
と
隣
接
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、

階
下
の
パ
ン
販
売
・
カ
フ
ェ
が
、

夏
季
休
暇
中
に
改
装
・
改
築
工

事
を
行
い
、
メ
ニ
ュ
ー
も
一
新

し
て
九
月
に
そ
れ
ぞ
れ
新
装
オ

ー
プ
ン
し
た
。�

　
プ
レ
ジ
ー
ル
は
、
内
装
の
壁

紙
な
ど
を
変
え
て
よ
り
明
る
い

雰
囲
気
に
。
ト
ッ
ピ
ン
グ
（
五

十
―
二
百
円
）
が
で
き
る
カ
レ

ー
バ
ー
の
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し

た
ほ
か
、
中
京
大
ラ
ン
チ
な
ど

の
日
替
わ
り
ラ
ン
チ（
五
百
円
）

を
三
種
類
に
増
や
し
て
内
容
も

「
充
実
さ
せ
た
」
。
ま
た
、
麺

類
の
種
類
も
増
や
し
、
器
や
箸

な
ど
も
一
新
し
た
。
営
業
は
午

前
十
一
時
―
午
後
二
時
。�

　
隣
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
若
者

に
人
気
の
高
い
外
食
チ
ェ
ー
ン

「
イ
タ
リ
ア
ン
・

ト
マ
ト
・
カ
フ
ェ

ジ
ュ
ニ
ア
」
の
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
店
に
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル

で
清
潔
感
の
あ
る
内

外
装
と
、
パ
ス
タ
を

中
心
と
し
た
イ
タ
リ
ア
ン
料
理

は
、
学
生
た
ち
の
人
気
に
な
っ

て
い
る
。
混
み
合
う
昼
の
時
間

帯
は
、
隣
接
の
学
生
ホ
ー
ル
の

一
部
も
店
舗
と
し
て
使
う
た
め
、

座
席
数
は
百
一
席
と
従
来
の
三

倍
に
増
え
た
。
午
前
十
一
時
―

午
後
六
時
。�

　
階
下
の
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
入
り

口
横
の
カ
フ
ェ
「
パ
ス
コ
・
ク

ロ
ワ
ッ
サ
ン
」
は
、
こ
れ
ま
で

通
り
パ
ン
を
中
心
と
し
た
店
だ

が
、
パ
ン
職
人
が
客
の
目
の
前

で
作
る
手
焼
き
の
パ
ン
や
ケ
ー

キ
な
ど
の
ス
イ
ー
ツ
を
出
す
店

に
。
午
前
八
時
―
午
後
六
時
半
。�

◆
入
試
に
関
す
る
詳
細
は
、入
試
要
項
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。�

◆
お
問
い
合
わ
せ
は
、中
京
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
＝
　
０
５
２
―

８
３
５
―

７
１
７
３（
直
）へ�

３・４教科型�

５教科型�

後期日程�
３・４・５教科型�

センター試験�
利用入試�

1月6日（土）～1月19日（金）�

1月6日（土）～2月3日（土）�

2月17日（土）～3月9日（金）�

全学部� 個別試験は�
課さない�

1月22日（月）�
・23日（火）�

2月5日（月）・6日（火）�

3月10日（土）�

1月6日（土）�
～23日（火）�

1月6日（土）�
～2月6日（火）�

2月17日（土）�
～3月10日（土）� 3月18日（日）�

※特Ⅰは一芸一能推薦、特Ⅲは専門高校特別推薦。特Ⅱ（指定校推薦）については記載しておりませんので入試要項を参照してください。�
※窓口受付の場所・時間、web出願の締切時刻については、入試要項を参照してください。�

前
期
日
程�

2月17日（土）�

2月16日（金）�

※但し、情報理�
　工、生命シス�
　テム工学部は�
�

前期日程�

後期日程�

一般入試�

1月6日（土）～1月19日（金）�

1月6日（土）～1月26日（金）�

2月17日（土）～2月27日（火）�

全学部　Ａ・Ｂ・Ｄ方式�
※体育はＤ方式のみ実施�

全学部　M方式�
※体育科学科は除く�

体育（体育科学科）Ｅ方式 

全学部　Ａ・Ｂ・Ｄ方式�
※体育はＤ方式のみ実施�

2月1日（木）�
2月2日（金）�
2月3日（土）�
2月4日（日）�

2月9日（金）�

3月7日（水）�

実施せず�

1月22日（月）�
・23日（火）�

1月26日（金）�
・27日（土）�

全学部　センタープラス方式� 2月8日（木）�

2月28日（水）�
・3月1日（木）�

1月6日（土）～1月19日（金）� 1月22日（月）�
・23日（火）�

1月6日（土）�
～23日（火）�

1月6日（土）�
～27日（土）�

2月17日（土）�
～3月1日（木）�

2月17日（土）�

2月16日（金）�

3月18日（日）�

※但し、情報理�
　工、生命シス�
　テム工学部は�
�

一　般�

特Ⅰ�

特Ⅲ�

スポーツ�

推薦入試� 11月1日（水）～11月7日（火）�

11月1日（水）～11月7日（火）�
11月1日（水）～11月7日（火）�

全学部（体育以外）�

体育�

国際英語・総合政策・経済・経営�

文・現代社会・法・情報理工�
生命システム工�

体育�

経済・経営�

総合政策・経済・経営・生命システム工�

11月19日（日）�

12月2日（土）�

11月23日（祝）�

11月19日（日）�
11月19日（日）�

実施せず�11月8日（水）�

11月8日（水）�
11月8日（水）�

12月9日（土）�

12月1日（金）�

12月1日（金）�
12月1日（金）�

出願期間�

郵送（消印有効）�
試験日�

11月23日（祝）�
12月3日（日）�

12月1日（金）�
12月9日（土）�

窓口受付日� Web出願�
合格発表日�

11月1日（水）～11月13日（月）� 11月14日（火）�

試験区分� 実施学部�

学生食堂「プレジール」のカレーバー�

レストランは「イタリアン・トマト・カフェジュニア」
のフランチャイズ店に�

高
校
生
た
ち
で
賑
わ
っ
た
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス（
９
月
24
日
、豊
田
キ
ャ

ン
パ
ス
の
現
代
社
会
学
部
説
明
会
）�

学
生
食
堂
、
レ
ス
ト
ラ
ン�

カ
フ
ェ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル�

名古屋�

雰
囲
気
明
る
く�

メ
ニ
ュ
ー
充
実�

人
気
の
パ
ス
タ�

座
席
は
３
倍
増�

間もなく願書受付�

２００７年度�学部入試の日程�

推薦入試 11月19日か　
　ら�



「
い
ま
私
た
ち
は
歴
史
の
過
渡

期
に
生
き
て
い
ま
す
。�

　
二
十
世
紀
は
強
い
一
人
に
よ

る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
強
調
さ

れ
た
時
代
で
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
皆
で
合
意
し
な
が
ら
社
会

を
つ
く
っ
て
い
く
時
代
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。�

　
愛
知
万
博
は
そ

う
い
う
気
運
を
生

み
出
す
一
つ
の
き

っ
か
け
に
な
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
」�

「
愛
知
万
博
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
た
、
地
球
環
境
悪
化
の
改
善
・

解
決
は
、
世
界
中
の
人
た
ち
で

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
と
き
重
要
に
な
る
の
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
異
文

化
理
解
で
す
」�

「
文
化
に
よ
る
常
識
や
価
値
観
、

表
現
の
違
い
は
争
い
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
が
、
実
は
、
違
い

を
知
る
こ
と
は
楽
し
く
、
人
生

を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
」�

「
愛
知
万
博
の
一
番
の
成
果
は
、

多
く
の
人
、
特
に
子
供
た
ち
が

国
際
交
流
を
体
験
で
き
た
こ
と

で
す
。
様
々
な
国
の
人
と
出
会

っ
た
感
動
を
子
供
た
ち
の
心
に

残
し
た
万
博
は
、
未
来
に
夢
を

託
す
場
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
」�

「
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

が
発
揮
さ
れ
た
こ
と

も
、
愛
知
万
博
の
す

ば
ら
し
い
点
で
す
。�

　
日
本
に
は
昔
か
ら

〝
お
互
い
様
〞
の
精

神
が
生
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
こ
そ
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
の
ル
ー
ツ
で
し
ょ

う
」�

「
万
博
会
場
で
は
、
周
囲
の
人

が
車
椅
子
の
方
に
手
を
貸
す
光

景
を
度
々
目
に
し
ま
し
た
。�

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
い
う
の
は
、

困
っ
て
い
る
人
に
手
を
差
し
伸

べ
る
気
持
ち
に
な
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
気
持
ち

も
今
回
の
万
博
は
育
て
て
く
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

「
少
し
強
制
的
な
環
境
を
提
供

さ
れ
る
こ
と
で
、
日
頃
や
ら
な

い
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

そ
う
い
う
場
に
常
に
身
を
置
い

て
新
た
な
挑
戦
を
し
て
い
く
こ

と
が
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
創
造
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。�

　
私
も
万
博
を
通
じ
て
知
り
合

っ
た
人
た
ち
と
は
今
後
も
様
々

な
活
動
を
続
け
て
い
く
つ
も
り

で
す
。
皆
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
な

形
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
嬉
し
い
で
す
」�

（
７
月
26
日
・
名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス
４
３
１
教
室
）�

　
土
井
邦
雄
氏
の
講
演
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
支
援
診
断
（
Ｃ
Ａ

Ｄ
）
が
社
会
に
与
え
る
イ
ン
パ

ク
ト
を
強
く
伝
え
る
も
の
で
あ

っ
た
。�

　
レ
ン
ト
ゲ
ン
が
Ｘ
線
を
発
見

し
て
か
ら
百
年
以
上
が
過
ぎ
、

今
で
は
殆
ど
の
人
が
病
院
で
何

ら
か
の
医
用
画
像
を
撮
影
し
、

多
く
の
情
報
を
含
ん
だ
医
用
画

像
を
医
師
が
診
断
し
て
い
る
。

医
用
画
像
の
診
断
を

す
る
の
は
今
ま
で
も
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も

人
間
で
あ
る
が
、
残

念
な
が
ら
人
間
は
百

％
で
は
な
い
の
で
、

そ
れ
を
百
％
に
近
づ

く
よ
う
に
助
け
る
の
が
Ｃ
Ａ
Ｄ

で
あ
る
こ
と
を
、
土
井
氏
は
最

初
に
強
調
さ
れ
た
。�

　
人
間
が
見
落
と
す
の
は
、
う

っ
か
り
ミ
ス
や
、
見
つ
け
て
も

正
常
な
構
造
や
良
性
の
病
変
と

誤
っ
て
判
断
す
る
こ
と
に
あ
る
。

し
か
も
、
千
人
の
中
に
僅
か
数

名
い
る
病
気
の
人
を
見
つ
け
る

た
め
に
、
殆
ど
が
正
常
な
画
像

に
注
意
し
て
診
断
す
る
た
め
の

労
力
は
計
り
知
れ
な
い
。
そ
の

よ
う
な
現
状
に
対
し
て
、
診
断

の
正
確
度
や
再
現
性
を
向
上
さ

せ
、
さ
ら
に
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
目
的
で

あ
る
と
土
井
氏
は
述
べ
た
。
そ

の
た
め
に
、
病
巣
の
検
出
、
計

測
、
そ
し
て
類
似
画
像
の
検
索

な
ど
を
中
心
に
、
土
井
氏
を
は

じ
め
世
界
の
研
究
者
が
研
究
開

発
を
行
っ
て
い
る
。�

　
土
井
氏
の
グ
ル
ー
プ
の
成
果

と
し
て
、
胸
部
や
乳
房
の
Ｘ
線

写
真
や
腹
部
Ｘ

線
Ｃ
Ｔ
像
な
ど

か
ら
の
が
ん
病

巣
検
出
や
脳
動

脈
瘤
検
出
に
関

す
る
広
範
囲
な

紹
介
が
あ
り
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
広
ま

り
と
シ
カ
ゴ
大
学
の
強
力
な
研

究
体
制
を
感
じ
さ
せ
る
内
容
で

あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
う
こ
と
で
医
師
の

診
断
能
力
が
向
上
す
る
こ
と
や
、

特
に
経
験
の
浅
い
医
師
の
能
力

が
格
段
に
向
上
す
る
事
例
紹
介

が
あ
っ
た
。�

　
よ
う
や
く
実
用
化
が
始
ま
っ

た
Ｃ
Ａ
Ｄ
は
、
臨
床
的
な
有
用

性
の
さ
ら
な
る
証
明
や
性
能
改

善
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
巨
大

な
医
用
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

構
築
な
ど
、
課
題
を
残
し
つ
つ

も
、
二
十
一
世
紀
の
画
像
診
断

に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
無
い
、

と
感
じ
た
講
演
で
あ
っ
た
。�

＝
生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部
教
授
・

目
加
田
慶
人�

（
６
月
27
日
・
名
古
屋
市
科
学

館
）�

公開講座の開催はホームページで順次
ご案内しています。�

　
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
Ｃ
・
ス
ク
エ

ア
は
九
月
十
九
日
か
ら
第
七
十

六
回
企
画
「
ラ
イ
カ
同
盟
展 

エ
ン
ド
レ
ス
名
古
屋
」
を
開
催

し
て
い
る
。
十
月
二
十
一
日
ま

で
。�

　
ラ
イ
カ
同
盟
は
、
ド
イ
ツ
の

カ
メ
ラ
、
ラ
イ
カ
の
愛
好
家
の

作
家
で
美
術
家
の
赤
瀬
川
原
平

さ
ん
、
美
術
家
の
秋
山
祐
徳
太

子
さ
ん
、
写
真
家
の
高
梨
豊
さ

ん
が
九
二
年
に
結
成
し
た
私
的

写
真
集
団
。
九
六
年
に
Ｃ
・
ス

ク
エ
ア
で
「
ラ
イ
カ
同
盟
名
古

屋
を
撮
る
」と
題
し
た
展
覧
会

を
開
い
て
以
来
、
二
年
ご
と
に

Ｃ
・
ス
ク
エ
ア
で
発
表
を
続
け
、

今
回
が
六
回
目
の
展
覧
会
。�

　
同
展
併
催
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
九
月
二
十
三
日
に
名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
室
で
評
論
家

の
呉
智
英（
ご
・
ち
え
い
）
さ

ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
開
い
た
。
ラ
イ
カ
同

盟
の
三
人
は
呉
さ
ん
の
問
い
か

け
に
応
え
、
撮
影
時
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
な
ど
を
と
り
ま
ぜ
、
名
古

屋
や
尾
張
地
区
の
街
や
風
土
に

対
す
る
感
想
な
ど
を
語
り
、
作

品
成
立
に
い
た
る
過
程
を
披
露

し
た
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
模
様

は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
編
集
後
、
展
覧
会

場
で
ビ
デ
オ
公
開
し
た
。�
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本
学
園
学
術
顧
問
で
本
学
名

誉
教
授
の
戸
田
正
直
先
生
が
、

九
月
五
日
、
病
気
の
た
め
死
去

さ
れ
た
。
八
十
二
歳
だ
っ
た
。�

　
戸
田
先
生
は
北
海
道
大
学
教

授
を
経
て
、
八
七
年
本
学
に
勤

務
、
文
学
部
心
理
学
科
（
現
心

理
学
部
心
理
学
科
）
教
授
、
情

報
科
学
部
認
知
科
学
科（
現
情

報
理
工
学
部
情
報
知
能
学
科
）

教
授
、
人
工
知
能
高
等
研
究
所

長
を
歴
任
。
本
学
が
総
合
大
学

と
し
て
発
展
す
る
礎
と
な
っ
た

九
〇
年
の
情
報
科
学
部
開
設
に

中
心
的
役
割
を
担
い
、
そ
の
後

の
情
報
科
学
研
究
科
開
設
に
も

尽
力
さ
れ
た
。�

　
認
知
科
学
研
究
の
第
一
人
者

で
八
三
年
の
日
本
認
知
科
学
会

設
立
に
力
を
注
ぎ
、
八
八
年
ま

で
初
代
会
長
を
務
め
ら
れ
た
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
認
知
研
究
セ

ン
タ
ー
研
究
員
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
客

員
教
授
、
オ
ラ
ン
ダ
国
立
人
文

社
会
学
高
等
研
究
所
フ
ェ
ロ
ー

な
ど
も
歴
任
、
八
九
年
か
ら
オ

ラ
ン
ダ
王
立
学
士
院
外
国
人
会

員
。
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
。

文
学
博
士
（
東
京
大
学
）
。
〇

一
年
秋
の
叙
勲
で
勲
三
等
旭
日

中
綬
章
を
受
章
さ
れ
た
。�

　
中
京
大
学
公
開
講
座
・
景
気

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
十
二
月
四
日
、

名
古
屋
マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
る
。
今
年
度

は
二
十
回
目
と
な
る
節
目
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
十
一
月
上
旬

に
は
受
講
希
望
者
の
募
集
を
始

め
る
。�

　
公
開
講
座
は
「
開
か
れ
た
大

学
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
る
本

学
が
一
九
八
七
年
に
始
め
た
。

毎
年
十
二
月
に
開
か
れ
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
受
講
者
が
千
人
前

後
に
及
ぶ
た
め
、
年
七
、
八
回

開
催
し
て

い
る
公
開

講
座
の
中
核
と
な
っ
て
お
り
、

東
海
地
方
で
経
済
に
関
心
を
持

つ
人
た
ち
期
待
の
師
走
恒
例
の

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
と
も
な
っ
て

い
る
。�

　
パ
ネ
リ
ス
ト
四
人
は
当
地
方

の
経
済
・
行
政
・
大
学
を
代

表
す
る
人
た
ち
で
、
そ
の
鋭

い
分
析
・
予
測
が
人
気
を
呼

ん
で
い
る
。
今
年
度
は
木
下

光
男
ト
ヨ
タ
自
動
車
副
社
長
、

水
谷
研
治
本
学
ビ
ジ
ネ
ス
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
長

ら
が
登
壇
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
今
回
も
本
学
の
奥
野

信
宏
総
合
政
策
学
部
長
が
担

当
す
る
。�

　
戸
田
正
直
先
生
は
、
一
度
話

し
を
聞
い
た
だ
け
と
い
う
相
手

に
対
し
て
も
、
計
り
知
れ
な
い

知
性
と
緻
密
な
論
理
展
開
を
強

く
印
象
付
け
る「
生
ま
れ
つ
い

て
の
教
師
」
だ
っ
た
。
一
九
九

一
年
、
中
京
大
学
に
認
知
科
学

科（
現
情
報
知
能
学
科
）
が
で

き
て
以
来
、
大
学
一
年
生
か
ら

社
会
人
学
生
ま
で
を
対
象
に
、

感
情
と
認
知
過
程
を
統
一
的
な

視
点
か
ら
説
明
す
る
ア
ー
ジ
理

論
を
説
明
し
て
は
「
世
の
中
に

こ
ん
な
に
お
も
し
ろ
い
研
究
が

あ
る
の
か
」
と
い
う
感
動
を
与

え
続
け
た
方
で
あ
っ
た
。�

　
そ
の
反
面
、
ア
ー
ジ
理
論
な

ら
任
せ
て
欲
し
い
、
と
豪
語
で

き
る
弟
子
も
い
な
い
だ
ろ
う
。

戸
田
先
生
と
長
く
近
し
く
接
し

て
き
た
者
に
と
っ
て
は
、
先
生

の
ア
ー
ジ
理
論
が
ゆ
っ
く
り
と
、

常
に
周
り
の
予
想
を
裏
切
っ
て

深
化
し
続
け
る
様
子
を
先
生
自

身
の
口
か
ら
伺
う

こ
と
が
喜
び
だ
っ

た
。
七
月
に
入
院

さ
れ
た
折
、
先
生

の
体
調
を
気
遣
っ

て
代
講
を
申
し
出

た
教
員
に
、
「
や

れ
る
も
の
な
ら
や

っ
て
み
な
さ
い
」

と
嬉
し
そ
う
に
言
わ
れ
る
ほ

ど
、
負
け
ず
嫌
い
で
も
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
。�

　
訃
報
を
聞
い
た
海
外
の
研

究
者
か
ら
は
、T

oda

理
論

が
本
と
し
て
完
成
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
を
惜
し
む
声
が
高

い
が
、
本
に
す
る
の
に
十
分

な
量
の
英
文
原
稿
と
、
数
年

分
の
院
の
授
業
の
ビ
デ
オ
記

録
が
残
っ
て
い
る
。
今
後
は

こ
れ
ら
を
活
用
し
て
、
戸
田

先
生
の
開
く
研
究
の
面
白
さ

へ
の
扉
を
開
き
続
け
て
ゆ
き

た
い
。�

�

　
在
学
生
の
保
護
者
ら
で
組
織

す
る
中
京
大
学
教
育
後
援
会（
杉

野
邦
　
会
長
）
の
役
員
会
と
、

卒
業
生
で
組
織
す
る
中
京
大
学

同
窓
会
（
土
方
清
会
長
）
の
常

任
理
事
会
が
六
月
二
日
、
名
古

屋
市
内
で
開
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

〇
五
年
度
決
算
案
と
〇
六
年
度

予
算
案
を
承
認
し
た
。�

２００５年４月１日～２００６年３月３１日　（単位・円）�
05年度　教育後援会 決算�

２�
０�
０�
５
年
４
月
１
日
〜
２�
０�
０�
６
年
３
月
３１
日
　（
単
位
・
円
）�

�
0�
5
年
度
　
同
窓
会
の
決
算�

収入� 支出�

収入� 支出�

前 期 繰 越 金 �
会 費 �
地域同窓会開催会費�
同 窓 会 館 使 用 料 �
受 取 利 息 �
預金（振込手数料）�
そ の 他 収 入 �
そ の 他 戻 入 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
合 計 �

69,923,464
181,160,000

2,074,000
703,500

5,863
10,885

296,739
684,749

254,859,200

同 窓 会 開 催 費 �
同窓会開催準備費�
ホームカミングデー開催費�
事 務 局 運 営 費 �
広 告 費 �
会 報 発 行 費 �
通 信 費 �
各 種 遠 征 費 補 助 �
奨 学 費 �
課 外 活 動 奨 励 賞 �
全 国 支 部 総 会 費 �
会員・準会員記念品等�
入 学 辞 退 者 返 金 �
同 窓 会 館 維 持 費 �
各役員会・各会開催費�
雑 費 �
教育事業支援準備費�
次 期 繰 越 金 �
合 計 �

10,851,202
0

1,791,220
4,949,761

30,000
12,325,107
31,956,004
3,080,726

39,420,400
6,850,000
8,707,361
8,046,825

500,000
1,277,689
5,638,058
1,620,714

50,000,000
67,814,133

254,859,200

教育懇談会開催費�
教育懇談会開催準備費�
事 務 局 運 営 費 �
会 報 発 行 費 �
奨 学 金 �
通 信 費 �
教 育 厚 生 費 �
各役員会・各会開催費�
入 学 辞 退 者 返 金 �
各 種 遠 征 費 補 助 �
雑 費 �
大学設備整備事業費�
教育事業支援準備金�
次 期 繰 越 金 �
合 計 �

25,290,833
251,352

2,796,341
3,303,825
9,035,000
3,064,278

19,290,579
1,979,528

940,000
310,000
231,499

15,993,470
91,325,909
63,051,888

236,864,502

57,846,391
178,960,000

8,581
11,690
30,000
7,840

236,864,502

前 期 繰 越 金 �
会 費 �
受 取 利 息 �
預金（振込手数料）�
そ の 他 戻 入 �
そ の 他 収 入 �
�
�
�
�
�
�
�
�
合 計 �

アメリカ認知科学会創立者の一人、アラン・コリンズ
博士と語り合う戸田先生㊧（1998年10月、本学など
主催公開講座会場の名古屋市科学館で）�
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日
●
名
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マ
リ
オ
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ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル�
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毎
回
千
人
超
す
人
気
シ
ン
ポ�

情
報
理
工
学
部
情
報
知
能
学
科
教
授�

（
日
本
認
知
科
学
会
会
長
）�

認
知
科
学
研
究
の
第
一
人
者�

教
育
後
援
会
、同
窓

会
の
決
算
を
承
認�

　
月
上
旬
に
受
講
者
を
募
集�



こ
の
ペ
ー
ジ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
三
重
中
京
大
学（
　
０
５
９
８
―
２
９
―
１
１
２
２
）へ�

　
三
重
中
京
大
学
は
六
月
二
十

日
、
三
重
県
商
工
会
連
合
会（
県

商
工
連
）と
地
域
の
商
工
業
振

興
や
人
材
育
成
な
ど
に
関
す
る

相
互
協
力
協
定
を
締
結
し
た
。�

　
調
印
式
は
、
津
市
の
県
商
工

連
で
行
わ
れ
、
佐
伯
富
樹
学
長

と
藤
田
幸
英
・
県
商
工
連
会
長

が
協
定
書
に
調
印
し
た
。
県
商

工
連
が
大
学
と
協
定
を
結
ぶ
の

は
初
め
て
。
本
学
で
は
、
地
域

社
会
研
究
所
に
県
商
工
連
の
職

員
一
人
を
受
け
入
れ
て
、
商
工

業
の
振
興
発
展
や
人
材
育
成
、

商
工
会
活
動
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
一
緒
に
研
究
し
た
り
、

研
究
成
果
を
地
域
に
還
元
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。�

　
本
学
と
地
域
団
体
や
企
業
の

相
互
協
力
は
、
松
阪
市
、
松
阪

商
工
会
議
所
、
第
三
銀
行
、
百

五
銀
行
、
三
重
県
中
小
企
業
家

同
友
会
、
三
重
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
、
大
紀
町
に
続
い
て

八
件
目
。�

　
本
部
棟
の
事
務
局
の
配
置
が
、

学
生
の
出
入
り
が
多
い
学
生
セ

ン
タ
ー
や
教
務
セ
ン
タ
ー
な
ど

が
入
っ
て
い
る
一
階
を
中
心
に
、

後
期
か
ら
大
幅
に
変
わ
っ
た
。�

　
配
置
換
え
の
主
眼
は
、
学
生

へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
一
環
と

し
て
、
利
便
性
と
明
る
い
雰
囲

気
づ
く
り
。
五
号
館
に
あ
っ
た

資
格
取
得
セ
ン
タ
ー
が
一
階
に

加
わ
り
、
学
生
セ
ン
タ
ー
と
教

務
セ
ン
タ
ー
を
真
ん
中
に
、
向

か
っ
て
右
側
に
教
職
コ
ー
ナ
ー
、

左
側
に
資
格
取
得
セ
ン
タ
ー
を

配
置
。
学
生
の
直
接
的
窓
口
を

同
じ
フ
ロ
ア
に
集
め
た
。�

　
配
置
換
え
に
伴
う
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
や
二
号
館
旧
食
堂
へ

の
事
務
局
の
仮
移
転
は
、
訪
れ

る
学
生
が
少
な
い
夏
休
み
中
に

進
め
ら
れ
た
。
天
井
や
壁
は
白
、

床
や
カ
ウ
ン
タ
ー
は
淡
い
グ
レ

ー
で
配
色
さ
れ
、
学
生
が
職
員

と
気
軽
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
れ
る
よ
う
開
放
的
な
雰

囲
気
を
演
出
し
て
い
る
。�

　
大
学
・
短
期
大
学
部
合
同
の

大
学
祭
「
М
Ｃ
Ｕ
祭
２
０
０
６
」

が
、
十
月
二
十
八
日
（
土
）
、

二
十
九
日
（
日
）
に
開
か
れ
る
。�

　
テ
ー
マ
は
〈
進
化
〉
。
校
名

を
「
三
重
中
京
」
に
変
更
し
て

二
年
目
。
「
誕
生
（
昨
年
の
テ

ー
マ
）
か
ら
の
成
長
の
証
を
見

て
も
ら
お
う
」
と
い
う
大
学
祭

実
行
委
員
会
（
小
林
昇
大
委
員

長
・
現
代
法
経
２
）
の
意
欲
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。�

　
開
催
日
も
昨
年
は
一
日
だ

っ
た
が
、
今
年
は
二
日
間
に

し
、
初
日
の
「
中
夜
祭
」
は

じ
め
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
繰

り
広
げ
る
。
開
催
時
間
は
、

二
十
八
日
＝
午
前
十
時
〜
午

後
八
時
、
二
十
九
日
＝
午
前

十
時
〜
午
後
四
時
。�

　
三
重
中
京
大
学
・
三
重
中
京

大
学
短
期
大
学
部
の
誕
生
記
念

講
演
会
が
、
校
名
を
変
更
し
た

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
中

京
大
学
教
授
を
講
師
に
迎
え
て

始
ま
っ
た
。�

　
二
年
目
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て

九
月
三
十
日
に
は
、
公
共
政
策

が
専
門
の
奥
野
信
宏
総
合
政
策

学
部
長
が
、
「
三
重
・
紀
伊
半

島
の
将
来
と
国
土
形
成
計
画
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。�

　
紀
伊
半
島
は
現
在
、
三
重
県

南
部
の
活
性
化
の
起
爆
剤
と
し

て
期
待
さ
れ
る
近
畿
自
動
車
道

紀
勢
線
の
延
伸
工
事
が
進
む
な

ど
、
地
域
の
関
心
が
高
い
だ
け

に
、
一
般
市
民
、
学
生
の
ほ
か

沿
線
市
町
村
の
職
員
ら
も
聴
講

し
た
。�

　
十
一
月
十
八
日
に
は
室
伏
重

信
体
育
学
部
教
授
、
十
二
月
二

日
に
は
村
山
元
英
経
営
学
部
教

授
の
講
演
会
が
開
か
れ
る
。�

　
本
学
園
の
松
阪
地
区
教
職
員

研
修
会
が
七
月
十
四
日
、
三
重

中
京
大
学
７
号
館
で
開
か
れ
た
。

大
学
か
ら
短
大
、
高
校
、
中
学
、

幼
稚
園
ま
で
の
教
職
員
が
一
堂

に
会
し
て
行
う
研
修
は
初
め
て
。

厳
し
い
環
境
に
直
面
し
て
、
参

加
者
全
員
が
「
自
分
の
学
校
は

自
分
で
守
る
」
気
構
え
を
迫
ら

れ
る
会
に
な
っ
た
。�

　
学
園
本
部
、
中
京
大
学
か
ら

梅
村
清
弘
総
長
・
理
事
長
は
じ

め
十
一
人
、
松
阪
地
区
か
ら
は

梅
村
光
久
理
事
長
補
佐
や
佐
伯

富
樹
学
長
は
じ
め
二
百
三
十
人

が
参
加
し
た
。�

　
四
時
間
に
及
ん
だ
研
修
会
の

前
半
は
、
鬼
頭
俊
二
理
事
（
中

京
大
学
財
務

部
長
）
が
、

松
阪
地
区
各

教
育
機
関
の

財
務
状
況
を

説
明
。
次
い
で
中
京
大
学
の
入

試
セ
ン
タ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
、
資
格
セ
ン
タ
ー
、
人
事

課
の
部
長
、
課
長
が
、
成
果
、

実
績
を
上
げ
て
い
る
改
革
・
改

善
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み

を
紹
介
し
た
。�

　
後
半
は
、
松
阪
地
区
の
大
学
、

短
期
大
学
部
の
学
部
長
や
入
試

セ
ン
タ
ー
課

長
、
さ
ら
に

三
重
高
校
、

三
重
中
学
の
各
校
長
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
の
現
況
を
報
告
し

た
。�

　
最
後
に
梅
村
総
長
・
理
事
長

が
、
中
京
大
学

が
苦
境
の
時
代

を
乗
り
越
え
て
、

全
国
有
数
の
総

合
大
学
に
発
展

し
た
経
緯
を
例

に
挙
げ
な
が
ら

説
明
し
、「
危
機

感
を
持
っ
て
財
政
、

教
育
の
現
況
を

し
っ
か
り
分
析
し
、

目
標
を
定
め
て

改
革
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
」

と
総
括
し
た
。�

協定書に調印して握手する佐伯
学長（右）と藤田会長�

松阪地区教職員が一堂に会しての研修会�

一
新
さ
れ
た
一
階
事
務
局�

三重県商工連と�
相互協力協定結　

　ぶ�

市町、銀行合わせ８件目�

職
員
を
受
け
入
れ
、
商
工

業
振
興
策
な
ど
共
同
研
究�

幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で�

梅
村
総
長�

全
教
職
員
が
研
修
会�

２
年
目
の
┐
三
重
中
京
誕
生
└
講
演
会�

本部棟の事務局�
学生窓口を集約�奥

野
　
　
　
ト
ッ
プ
に�

中
京
大
・
総
合�

政
策
学
部
長�

10
月
28
、
29
日�

テ
ー
マ  

進
化 



　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
玉
川
裕

司
選
手
と
横
江
忠
彦
選
手（
と

も
に
体
育
２
）
が
、
全
日
本
学

生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
（
八

月
八
―
十
三
日
、
岩
手
県
北
上

市
）
ダ
ブ
ル
ス
で
優
勝
し
た
。

本
学
チ
ー
ム
の
ダ
ブ
ル
ス
優
勝

は
三
十
一
年
ぶ
り
四
度
目
。�

　
横
江
選
手
の
父
・
忠
志
さ
ん

（
前
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
監
督
、

元
本
学
職
員
）も
商
学
部
在
学

中
の
七
一
年
に
ダ
ブ
ル
ス
で
優

勝
し
て
い
る
。
親
子
二
代
の
優

勝
は
初
め
て
と
い
う
。�

　
大
学
対
抗
戦
は
男
女
と
も
ベ

ス
ト
８
だ
っ
た
。�

　
自
転
車
競
技
部
の
和
田
見
里

美
選
手
（
体
育
１
）
が
、
ア
ジ

ア
選
手
権
自
転
車
競
技
大
会
（
九

月
八
―
十
六
日
、
マ
レ
ー
シ
ア
）

エ
リ
ー
ト
女
子
二
十
二
㎞
個
人

ロ
ー
ド
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
で
、

三
位
（
33
分
04
秒
66
）
入
賞
を

果
た
し
た
。�

　
和
田
見
選
手
は
、
七
月
十
五

日
に
行
わ
れ
た
全
日
本
自
転
車

競
技
選
手
権
ト
ラ
ッ
ク
レ
ー
ス

女
子
三
㎞
イ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
デ
ュ

ア
ル
・
パ
ー
シ
ュ
ー
ト
（
４
分

04
秒
４
２
２
）
、
九
月
二
十
三

日
の
全
日
本
学
生
選
手
権
・
同

種
目
（
４
分
06
秒
２
５
９
）
な

ど
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
全
国
大
会

で
四
勝
を
挙
げ
て
い
る
。�

　
和
田
見
選
手
は
、
こ
の
三
月

に
鳥
取
県
立
倉
吉
東
高
校
を
卒

業
。
今
後
一
層
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。�

　
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
は
八

月
四
日
、
イ
ビ
チ
ャ
・
オ
シ

ム
監
督
の
初
陣
と
な
る
ト
リ

ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
戦（
八

月
九
日
・
国
立
競
技
場
）
の
日

本
代
表
メ
ン
バ
ー
十
三
人
（
そ

の
後
五
人
追
加
）
を
発
表
、
本

学
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
の
Ｇ
Ｋ
山

岸
範
宏
選
手
（
〇
一
年
体
育

卒
・
浦
和
レ
ッ
ズ
）
が
初
の

代
表
入
り
を
果
た
し
た
。�

　
山
岸
選
手
は
埼
玉
県
立
熊

谷
高
校
出
身
。
二
〇
〇
〇
年

に
本
学
が
イ
ン
カ
レ
を
制
し

た
時
の
キ
ャ
プ
テ
ン
で
、
九

九
年
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
代

表
。�

　
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
・
ス
イ

ミ
ン
グ
の
松
村
亜
矢
子
選
手（
〇

四
年
経
営
卒
・
中
京
大
中
京
高

職
員
）
が
、
九
月
に
横
浜
国
際

プ
ー
ル
で
開
か
れ
た
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）
に
日
本
チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
出
場
、
フ
リ

ー
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
チ
ー

ム
の
二
種
目

で
銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
。�

　
優
勝
は
フ

リ
ー
コ
ン
ビ

ネ
ー
シ
ョ
ン
、

チ
ー
ム
と
も

ロ
シ
ア
だ
っ

た
。�

　
同
大
会
で

は
木
村
真
野
、

紗
野
さ
ん
姉

妹
（
と
も
に

体
育
２
）
が
プ
レ
演
技
を
行
っ

た
。�

　
準
硬
式
野
球
部
が
八
月
三
十

日
、
金
沢
市
の
石
川
県
立
野
球

場
で
行
わ
れ
た
第
五
十
八
回
全

日
本
大
学
準
硬
式
野
球
選
手
権

大
会
の
福
岡
大
と
の
決
勝
に
勝

ち
、
十
九
年
ぶ
り
八
回
目
の
優

勝
を
果
た
し
た
。�

　
準
硬
式
野
球
部
は
本
学
が
中

京
短
期
大
学
と
し
て
開
学
し
た

五
四
年
（
昭
和
二
十
九
年
）
に

発
足
、
翌
五
五
年
に
早
く
も
全

国
優
勝
を

成
し
遂
げ
、

六
六
年
か

ら
は
四
連

覇
、
八
六

年
、
八
七
年
に
も
連
覇
す
る
な

ど
輝
か
し
い
戦
績
を
誇
る
ク
ラ

ブ
。�

　
今
大
会
は
神
奈
川
大
、
関
西

大
、
佐
賀
大
、
桜
美
林
大
を
下

し
て
決
勝
へ
。
決
勝
の
相
手
、

福
岡
大
は
優
勝
候
補
の
一
番
手

と
目
さ
れ
て
い
た
が
、
本
学
が

攻
守
と
も
に
勝
り
、
６
―
３
で

完
勝
し
た
。�

　
中
野
将
監
督
（
九
五
年
体
育

卒
）
や
大
内
敬
哉
部
長（
体
育

学
部
教
授
、
全
日
本
大
学
準
硬

式
野
球
連
盟
会
長
）は
「
全
員

野
球
の
勝
利
。
準
硬
式
野
球
部

の
新
た
な
歴
史
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。�

　
水
泳
部
の
松
田
丈
志
選
手（
体

育
４
）が
、パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

選
手
権（
八
月
・
カ
ナ
ダ
）で
二
百

ｍ
自
由
形
の
日
本
新
記
録（
１

分
48
秒
62
）
を
樹
立
、
続
く
日

本
学
生
選
手
権（
九
月
・
東
京
）

で
１
分
48
秒
07
を
出
し
て
記
録

を
更
新
し
た
。�

　
松
田
選
手
は
パ
ン
パ
シ
フ
ィ

ッ
ク
の
千
五
百
ｍ
自
由
型
で
も

15
分
８
秒
97
で
自
身
の
持
つ
日

本
記
録
を
更
新
し
た
。�

　
松
田
選
手
は
自
由
形
の
四
百
、

八
百
ｍ
の
日
本
記
録
も
保
持
し

て
い
る
。
パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

は
来
春
の
世
界
選
手
権
代
表
選

考
を
兼
ね
て
行
わ
れ
、
松
田
選

手
は
千
五
百
ｍ
自
由
形
の
出
場

資
格
を
得
た
。�

一層の活躍が期待される
和田見選手�

優
勝
し
た
玉
川
選
手

㊧
と
横
江
選
手�

優
勝
し
た
準
硬
式
野
球
部�

全
日
本
大�

学
選
手
権�

競
泳
・
自
由
形�

松
田
丈
志
選
手�

全
日
本�

学
　
生�

　
年
ぶ
　

　
り

　
回
目
の
優
勝�

19

8

開
学
以
来
の
伝
統
に�

新
た
な
歴
史
を
刻
む�

ま
た
日
本
新
２
つ�

ハ
ン
マ
ー
投
げ�

室
伏
広
治
選
手�

今
季
８
戦
全
勝�

準硬式野球部�

ソフトテニス部�

玉
川
裕
司
、
横
江
忠
彦
選
手（
と
も
に

体
育
２

）�

ダ
ブ
ル
ス
優
勝�

　
年
ぶ
り
　
度
目�

初
の
親
子
二
代
も�

31

4

山
岸
範
宏
選
手（
０
１
年

体
育
卒

）�
〝
オ
シ
ム
日
本
〞代
表
に�

シンクロの�
松村亜矢子選手�

（04年経営卒）�

Ｗ杯２種目�
で銀メダル�

和
田
見
里
美
選
手（
体
育
１
）�

自
転
車
ア
ジ
ア
大
会
　
位�

3

全
国
大
会
で
は
　
勝�

4

　
男
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ
の
室

伏
広
治
選
手
（
体
育
学
研
究

科
研
究
生
・
ミ
ズ
ノ
）
が
五

月
に
約
一
年
間
の
休
養
を
終

え
て
競
技
会
に
復
帰
、
九
月

二
十
四
日
の
ス
ー
パ
ー
陸
上

（
東
京
）
で
今
季
八
戦
全
勝

を
飾
っ
た
。�

　
室
伏
選
手
は
復
帰
後
、
ヘ

ル
シ
ン
キ
・
グ
ラ
ン
プ
リ
（
Ｇ

Ｐ
、
七
月
）
、
ワ
ー
ル
ド
・

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
・
フ
ァ
イ
ナ

ル
（
ド
イ
ツ
・
九
月
）
、
地
域

別
対
抗
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ（
Ｗ

杯
、
九
月
・
ア
テ
ネ
）な
ど
に

出
場
、
イ
ワ
ン
・
チ
ホ
ン
選
手

（
ベ
ラ
ル
ー
シ
）
、
シ
モ
ン
・

ジ
オ
ル
コ
フ
ス
キ
選
手
（
ポ
ー

ラ
ン
ド
）
ら
強
豪
を
相
手
に
連

勝
を
続
け
た
。
Ｗ
杯
で
は
今
季

自
己
最
高
の
82�
ｍ�
01
を
出
し
た
。�



　
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
に
は
、
最

新
の
研
究
機
器
が
備
わ
る
予
定

で
す
。
特
に
、
選
手
の
動
作
を

多
方
面
か
ら
撮
影
し
分
析
す
る

画
像
解
析
シ
ス
テ
ム
は
、
技
の

開
発
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ

ー
作
成
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
情
報
の
提
供
が
期
待
で
き

ま
す
。
最
新
機
器
と
本
学
が
五

十
年
に
わ
た
り
積
み
上
げ
て
き

た
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
知
識
を
融

合
し
、
世
界
で
活
躍
す
る
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
の
育
成

に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
。�

　
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ

れ
て
い
た
五
号
館
の
建
て
替
え

工
事
が
ほ
ぼ
終
わ
り
、
七
月
の

春
学
期
定
期
試
験
か
ら
教
室
の

仮
使
用
が
始
ま
っ
た
。
ま
た
、

隣
接
六
号
館
の
解
体
工
事
が
終

わ
り
、
建
て
替
え
工
事
が
始
ま

っ
た
。�

　
五
、
六
号
館
は
一
体
の
建
物

と
し
て
工
事
が
進
ん
で
お
り
、

〇
八
年
四
月
の
六
号
館
完
成
後

は
、
一
つ
の
建
物
の
新
「
五
号

館
」
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。�

　
建
物
規
模
は
八
階
建
て
、
延

べ
七
、
三
六
三
㎡
。
高
さ
も
床

面
積
も
ほ
ぼ
倍
増
し
、
四
号
館

か
ら
移
る
教
務
課
、
学
生
課
な

ど
の
ス
ペ
ー
ス
も
大
幅
に
増
え

る
た
め
、
学
生
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。�

　
本
学
は
、
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

「
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
」
の
建
設

を
進
め
て
い
る
。�

　
鉄
筋
一
部
鉄
骨
造
り
二
階
建

て
、
三
、
七
一
三
㎡
。
一
階
に

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
専
用
リ

ン
ク
（
国
際
競
技
規
格
六
〇
ｍ

×
三
〇
ｍ
、
通
年
型
、
氷
厚
七

㎝
）
、
講
義
室
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
、
二
階
に
研
究
室
三
室
、

観
客
席
二
八
四
席
を
設
け
る
。�

　
建
設
は
①
本
学
お
よ
び
学
園

内
の
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
ト
選

手
の
育
成
②
体

育
学
部
の
授
業

③
教
員
、
学
生
の
研
究
―
な
ど

が
目
的
。
同
窓
会
や
教
育
後
援

会
の
会
合
な
ど
で
話
が
持
ち
上

が
り
、
全
学
的
に
検
討
、
両
会

の
支
援
に
よ
る
建
設
が
決
ま
っ

た
。
総
工
費
一
一
億
五
千
万
円
。

八
月
に
着
工
、
〇
七
年
五
月
の

完
成
を
予
定
し
て
い
る
。�

　
本
学
に
は
ト
リ
ノ
五
輪
代
表

の
安
藤
美
姫
選
手
（
体
育
１
）
、

一
月
の
冬
季
国
体
成
年
女
子
の

部
で
愛
知
県
に
初
優
勝
を
も
た

ら
し
た
曽
根
美
樹（
体
育
２
）・

宮
本
亜
由
美
（
経
営
２
）
両
選

手
が
、
中
京
大
中
京
高
に
は
小

塚
崇
彦（
３
）、
岩
城
優
子（
２
）、

浅
田
真
央
（
１
）
、
宮
本
明
日

香
（
１
）
の
四
選
手
が
い
る
。

選
手
の
練
習
環
境
は
年
々
厳
し

さ
を
増
し
て
お
り
、
同
窓
生
ら

か
ら
「
も
っ
と
支
援
を
」
と
声

が
出
て
い
た
。�

　
授
業
で
の
使
用
は
、
体
育
学

部
の
科
目
と
し
て
検
討
中
。
フ

ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
を
通
し
、

体
育
学
部
、
大
学
院
体
育
学
研

究
科
の
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
教

育
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
こ
と
も

大
き
な
目
的
で
、
特
に
ス
ポ
ー

ツ
科
学
と
芸
術
性
に
つ
い
て
の

研
究
を
進
め
る
方
針
。�

　
中
京
大
学
の
全
11
学
部
（
名

古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
７
学
部
、
豊

田
キ
ャ
ン
パ
ス
４
学
部
）
の
入

試
日
程
が
一
目
で
わ
か
り
ま
す
。�
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